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五四

楊
貴
妃
故
事
を
集
大
成
さ
せ
た
清
・
洪
昇
の
名
曲
『
長
生
殿
』
の
構
想
や
表
現
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
明
・
呉
世
美
の
『
驚
鴻
記
』

に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
僅
か
に
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
に
影
印
資
料
が
公
表
さ
れ
た
の
み
で
、
正
面
か
ら
研
究
の
眼
が
向
け
ら
れ
た
事
は
無
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
研
究
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
為
に
、
そ
の
一
部
翻
刻
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
は
、
前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
日
・
ロ
」
（
九
州
大
学
文
学
部
『
文
学
研
究
』
第
九
十
・
九
十
一
輯
、
平
成
五
・
六
年
―
―
―
月
）
に
続
い
て
、
明
・
呉
世

美
『
驚
鴻
記
』
に
付
さ
れ
た
清
・
葉
徳
輝
の
序
、
お
よ
び
第
十
三
酌
「
梅
妃
被
貶
」
、
第
十
五
酌
「
學
士
酔
揮
」
、
第
十
六
齢
「
梅
妃
宮
怨
」
、
第
二

十
三
酌
「
七
夕
私
盟
」
、
第
二
十
七
酌
「
馬
鬼
殺
妃
」
、
第
二
十
八
駒
「
梅
妃
投
奄
」
、
第
三
十
四
駒
「
南
内
思
妃
」
の
各
酌
に
つ
い
て
校
合
し
、
簡

単
な
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
駒
の
校
注
に
つ
い
て
は
、
順
次
続
刊
を
侯
ち
た
い
。

底
本
は
明
・
萬
暦
十
八
年
序
刊
『
新
刻
驚
鴻
記
』
（
神
田
喜
一
郎
博
士
菌
蔵
、
大
谷
大
学
蔵
。
新
刻
本
と
略
称
す
る
。
）
を
用
い
、
明
・
世
徳
堂
刊
『
新
錬
重

訂
出
像
附
繹
標
註
驚
鴻
記
題
評
』
（
北
京
大
学
蔵
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
影
印
。
標
註
本
と
略
称
す
る
。
）
と
あ
わ
せ
て
校
合
す
る
。
ま
た
明
・
胡
文
換

『
群
音
類
選
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八

0
年
影
印
刊
）
所
収
の
『
驚
鴻
記
』
も
参
照
し
た
。

標
註
本
に
は
、
陳
氏
尺
艘
齋
（
不
詳
）
の
手
に
な
る
頭
註
を
附
載
す
る
が
、
本
校
注
で
は
「
陳
氏
標
註
」
と
し
て
努
め
て
採
録
し
た
。

俗
字
や
異
体
字
、
ま
た
特
有
の
く
ず
し
字
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
の
正
字
に
復
す
る
。
た
だ
し
、
来
・
観
・
従
・
為
・
即
な
ど
、
底
本
の
ま
ま
を

襲
っ
た
も
の
も
あ
る
。

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
） は

じ
め
に

校
注
驚
鴻
記
口

（明）
（日）

呉

世

美

著

竹

村

則

行

校

注
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七 ＇ ノ‘

神
田
喜
一
郎
博
士
菌
蔵
本
（
新
刻
本
）
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
所
収
本
（
標
註
本
）
の
閲
覧
．
複
写
に
あ
た
っ
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
惑
謝
す
る
。

底
本
（
新
刻
本
）
の
刊
行
以
来
四

0
0年
、
『
驚
鴻
記
』
の
校
注
翻
刻
を
試
み
る
も
の
は
、
本
稿
以
前
に
は
聞
か
な
い
。
難
字
・
句
点
・
注
釈
等
、

校
注
者
の
浅
学
に
因
る
幾
多
の
粗
漏
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
諸
賢
の
御
指
正
を
賜
り
た
い
。

(
1
)
 

『
新
楔
重
訂
出
像
附
繹
標
註
驚
鴻
記
題
評
』
序

明
皇
・
楊
妃
故
事
、
唐
人
説
部
記
載
極
詳
。
元
・
白
仁
甫
演
為
『
梧
桐
雨
』
院
本
、
是
為
北
曲
之
祖
。
明
人
以
北
曲
不
諧
於
笙
笛
、
奮

（

マ

マ

）

（

3
）

箪
改
蹴
、
大
失
本
鎖
。
至
呉
世
英
而
有
『
驚
鴻
記
』
之
作
、
屠
赤
水
又
有
『
採
奄
記
』
相
輔
而
行
。
國
朝
洪
防
思
又
有
『
長
生
殿
』
本
側

世
。
自
序
謂
「
借
天
賓
遺
事
、
綴
成
此
曲
。
凡
史
家
檄
語
、
概
削
不
書
、
非
曰
匿
瑕
、
亦
要
諸
詩
人
忠
厚
之
旨
」
。
前
又
有
徐
麟
序
、
謂

「
『
驚
鴻
』
不
知
何
人
作
、
詞
不
雅
馴
。
『
綜
奄
記
』
乃
屠
赤
水
筆
、
塗
金
績
碧
、
求
一
真
語
・
携
語
・
快
語
・
本
色
語
、
終
巻
不
可
得
。

試
雑
此
曲
干
元
人
之
間
、
直
可
並
駕
仁
甫
、
俯
視
赤
水
。
彼
『
驚
鴻
』
者
、
又
烏
足
云
？
」
。
信
口
抑
揚
、
又
不
知
『
驚
鴻
』
為
何
人
之

作
、
大
是
可
笑
。
不
知
洪
本
固
為
名
作
、
何
能
典
仁
甫
抗
衡
？
且
三
家
本
命
意
不
同
、
詞
各
有
営
。
仁
甫
専
鴛
本
事
・
藍
本
・
唐
人
小

説
諸
家
、
其
詞
如
太
羹
玄
酒
、
非
肉
食
者
所
能
知
其
味
。
屠
作
以
太
白
為
主
人
翁
、
雖
離
鍍
之
慮
頗
多
、
亦
縁
本
無
綺
語
可
采
。
呉
作
始

終
灰
葛
梅
妃
、
観
其
曲
、
終
似
為
梅
妃
吐
氣
而
作
。
立
意
既
各
有
宗
旨
、
偶
爾
幡
閲
、
便
瞥
贅
論
人
短
長
、
序
害
人
大
都
如
此
、
又
何
責

子
徐
君
乎
？
夫
明
皇
・
楊
妃
、
以
荒
淫
幾
至
亡
國
。
『
唐
書
』
正
史
以
及
唐
人
小
説
、
詩
人
歌
詠
、
曾
不
能
為
之
諒
、
何
待
洪
之
「
匿

瑕
」
、
便
為
空
前
絶
後
之
作
？
余
嘗
以
為
、
賦
愛
為
詩
、
詩
愛
為
詞
、
詞
愛
為
曲
、
正
是
貞
下
起
元
、
始
一
終
亥
之
理
。
元
人
専
以
本

（

マ

マ

）

（

12）

色
語
・
白
描
手
出
之
、
真
可
上
追
『
風
雅
』
、
下
逐
『
離
騒
』
。
観
干
減
在
晋
所
録
『
百
家
』
、
雖
経
南
人
改
換
、
尚
有
真
面
可
尋
。
洪
作

(13) 

即
令
裳
行
、
以
曲
之
格
律
縄
之
、
豊
獨
不
能
並
駕
仁
甫
、
亦
並
不
能
掩
過
『
驚
鴻
』
。
此
非
深
子
曲
律
者
不
知
、
吾
将
有
所
稜
明
、
以
侯

(
2
)
 

菓

徳

輝
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(
1
)
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
（
本
稿
の
所
謂
標
註
本
）
。
恐
ら
く
葉
徳
輝
自
身
の
筆
に
な
る
こ
の
序
は
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
二
集
』
所
収
本
で
は
削

除
さ
れ
て
い
る
が
、
荘
一
彿
『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
九
一

0
頁
に
節
録
す
る
。

(
2
）
一
八
六
五
同
治
四
年

ー
一
九
二
七
民
国
十
六
年
。
清
の
長
沙
湘
渾
の
人
。
一
八
九
二
光
緒
十
八
年
の
進
士
。
特
に
目
録
版
本
学
に
精
通
し
、
書
林
清
話
・
観
古
堂
書
目
・
観

古
堂
書
目
叢
刻
等
の
著
書
・
出
版
が
あ
る
。
戯
曲
方
面
で
は
「
重
刊
『
秦
雲
掴
英
小
譜
』
序
」
「
檜
門
観
劇
絶
句
序
」
等
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る

「
『
驚
鴻
記
』
序
」
は
、
葉
徳
輝
の
そ
の
他
の
出
版
著
作
中
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
碑
伝
集
補
』
巻
五
十
三
に
許
崇
熙
「
郎
園
先
生
墓
志
銘
」

を
収
め
る
。
ま
た
受
業
の
弟
子
松
崎
鶴
雄
『
柔
父
随
筆
』
所
収
「
湖
南
の
博
学
葉
徳
輝
」
に
葉
徳
輝
の
精
彩
を
伝
え
る
。

(
3
)
正
し
く
は
呉
世
美
。

(
4
)
屠
赤
水
、
名
は
隆
。
浙
江
鄭
県
の
人
。
一
五
七
九
萬
暦
七
年
の
進
士
。
戯
曲
を
よ
く
し
、
著
に
『
曇
花
記
』
『
修
文
記
』
『
採
奄
記
』
等
が
あ
る
。

『
採
奄
記
』
は
『
六
十
種
曲
』
所
収
。
『
明
史
』
巻
二
八
八
に
本
伝
が
あ
る
。

(
5
)
『
長
生
殿
』
洪
昇
自
序
。
（

6
）
『
長
生
殿
』
徐
麟
序
よ
り
節
録
し

た
も
の
。
一
部
表
記
の
異
同
が
あ
る
。
徐
麟
（
霊
昭
）
は
長
洲
の
人
。
身
世
不
詳
。
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
二
八
一
頁
参
照
。

(
7
)
ま
た
大
羹
玄
酒
と

も
。
太
羹
は
味
つ
け
を
し
な
い
あ
つ
も
の
。
玄
酒
は
酒
つ
く
り
用
の
最
高
級
水
。
後
に
転
じ
て
、
詩
文
の
古
雅
な
る
風
格
に
喩
え
る
。
『
礼
記
』
楽
記
に

か
み

「
大
饗
の
橙
は
、
玄
酒
を
尚
に
し
て
腟
魚
を
俎
に
し
、
大
羹
和
せ
ざ
る
は
、
遺
味
有
る
者
な
り
」
と
。

(
8
)
屠
隆
『
採
奄
記
』
の
採
奄
は
あ
や
あ
る
美

し
い
筆
の
こ
と
。
後
に
美
麗
な
る
詩
文
を
も
指
す
。
『
綜
奄
記
』
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
牡
丹
の
花
見
を
、
李
白
が
採
奄
で
以
て
美
麗
な
「
清
平
調
詞
三

首
」
に
詠
み
込
む
故
事
を
描
く
。

(
9
)
た
と
え
ば
『
新
唐
書
』
巻
五
、
玄
宗
本
紀
賛
に
は
「
嗚
呼
、
女
子
之
禍
於
人
者
甚
突
！
」
と
慨
嘆
す
る
。

(10)

洪
昇
『
長
生
殿
』
自
序
に
「
凡
史
家
檄
語
、
概
削
不
書
、
非
日
匿
瑕
、
亦
要
諸
詩
人
之
忠
厚
之
旨
」
と
あ
る
。

(11)
天
道
人
事
が
循
環
往
復
し
て
止
ま

な
い
こ
と
を
い
う
。
清
・
陳
廷
悼
『
白
雨
斎
詞
話
』
巻
八
に
「
貞
下
起
元
、
往
而
必
復
」
と
。

(12)
戚
晋
叔
輯
『
元
曲
選
』
は
一
名
を
『
元
人
百
種
曲
』

と
も
言
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
減
在
晋
」
も
減
晋
叔
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
威
晋
叔
を
「
減
在
晋
」
と
呼
ぶ
他
の
称
謂
例
を
聞
か
な
い
。
威
懇
循
、
字

は
晋
叔
。
浙
江
長
興
人
、
一
五
八
〇
萬
暦
八
年
の
進
士
。

(13)
『
長
生
殿
』
徐
麟
序
に
「
試
雑
此
劇
子
元
人
之
間
、
直
可
並
駕
仁
甫
、
俯
視
赤
水
。
彼

『
驚
鴻
』
者
流
、
又
烏
足
云
」
と
あ
る
こ
と
へ
の
葉
徳
輝
の
反
論
。

(14)
聡
、
原
文
は
除
に
作
る
が
、
意
に
よ
っ
て
改
め
る
。
蛉
は
衆
馬
の
こ
え
。
聡

は
聡
明
に
同
じ
。

(15)

一
九
―
一
年
二
月
十
一
日
、
ま
た
は
十
五
日
。
葉
徳
輝
四
十
七
歳
。

(16)
葉
徳
輝
の
号
。
郎
園
は
ひ
ま
わ
り
園
の
意
。

(14) 

聡
音
者
。

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

註

(15) 

宜
統
辛
亥
春
二
月
花
朝

(16) 

郎

園

識

回
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第
十
三
駒

〔
綿
搭
架
〕
（
小
生
扮
一

軍
校
描
梅
妃
）
（
小
丑
扮
高
力
士
随
上
）
（
旦
唱
）
寒
風
締
裕
。
只
自
怨
凄
涼
。
不
道
攪
地
翻
天
。
又
傲
下
雷
露
冤
禍
秩
。
難
猜

想
。
高
力
士
、
不
知
楊
妃
謗
我
何
事
、
遂
至
子
此
。
（
小
丑
）
他
説
道
娘
娘
私
通
太
子
、
説
祖
君
王
、
不
是
営
要
。
（
旦
唱
）
他
利
口
阜
傘
諏
。
伸
茄
益
逍
刑

柾
死
。
誰
白
這
行
蔵
0

(哭了
‘)
罷
罷
罷
便
縦
有
三
老
鳴
冤
。
他
未
解
巫
盤
情
測
茫
。
那
得
個
鴻
腿
高
襄
郎
。

〔
解
三
醒
〕
想
嘗
初
。

鳳
爾
鸞
帳
。
伴
君
王
。
懐
中
掌
上
。
到
今
朝
。
似
鶏
臨
湯
火
魂
飛
蕩
。
似
黄
葉
。
加
雪
上
霜
。
空
有
千
行
流
涙
似

哀
瑞
覆
。
又
還
須
血
化
喘
隅
饒
建
章
0

(
小
丑
・
小
生
）
娘
娘
事
出
無
奈
、
且
往
東
市
去
罷
。
（
旦
作
哭
了
）
君
王
君
王
、
祢
好
薄
情
呵
。
（
旦
唱
）
梅
亭

上
那
盟
言
。
都
付
煙
草
斜
陽
。
（
倶
下
）

（
外
扮
宋
王
朝
服
上
）
「
曾
参
登
殺
人
、
飛
燕
在
昭
陽
、
感
此
不
乎
事
、
批
鱗
逆
聖
皇
」
。
自
家
宋
王
是
也
。
吾
皇
聴
讃
、
欲
殺
其
子
、
井
殺
其
妃
。
不
免
上
丹
塀
、

(13) 

強
静
一
番
。
臣
誠
捏
誠
恐
、
稽
首
頓
首
。
（
作
俯
伏
了
）
（
末
扮
黄
門
上
）
丹
塀
内
俯
伏
者
是
何
官
？
（
外
）
臣
成
器
、
為
梅
妃
太
子
事
、
奏
上
吾
皇
。
（唱）

〔
前
腔
〕
巧
舌
訛
言
従
古
有
。
雅
度
包
極
是
聖
皇
。
況
他
何
罪
妃
無
顕
状
。
儲
君
美
。
似
珪
琉
。
曾
聞
得
長
門
賦
入
追
金
屋
。
又
道
是
矯

殺
扶
蘇
秦
詐
亡
。
須
参
訪
。
莫
教
如
東
海
。
六
月
飛
霜
゜

(16) 

（
末
）
聖
旨
下
、
朕
失
徳
子
射
、
致
家
庭
謀
逆
、
震
怒
非
常
、
今
聞
誠
言
、
敢
不
欽
奉
。
梅
妃
免
死
、
監
候
冷
宮
。
太
子
免
死
、
麿
為
庶
人
、
更
屈

皇
兄
、
上
花
蕃
楼
咲
語
、
以
捷
欝
悶
、
母
得
遅
延
。
（
外
）
萬
歳
萬
萬
歳
。

（
末
）
君
王
迷
色
更
迷
誨(17
)
 

猶
幸
従
言
似
轄
園

(18) 

（
外
）
只
慮
批
鱗
無
死
志

那
愁
折
檻
不
生
還

(
1
)
 

梅
妃
被
貶
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〔
胡
揚
錬
〕
（
生
扮
庖
明
皇
、
末
・
外
扮
二
黄
門
上
）
（
生
唱
）
砂
塚
庄
九
塞
姻
浩
唸
間
来
試
向
宮
庭
間
。
花
去
年
年
人
易
老
。
射
金
樽
肯
負
花
朝
。

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

第
十
五
齢
學
士
酔
揮

(
1
)
「
被
貶
」
の
二
字
、
新
刻
本
（
底
本
）
で
は
不
鮮
明
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
2
)
「
高
力
士
」
、
底
本
は
「
力
士
」
に
作
る
。
標
註
本
に

よ
る
。

(
3
)
「
締
裕
」
、
陳
氏
標
註
に
「
稀
分
裕
分
、
凄
其
以
風
、
我
思
古
人
、
実
獲
我
心
。
此
亦
荘
姜
之
詩
」
と
。
『
詩
紐
』
周
南
、
葛
翠
に
「
為
稀

為
裕
」
と
あ
る
が
、
こ
の
註
の
出
拠
は
不
詳
。
（

4
）
「
攪
地
翻
天
」
、
標
註
本
は
「
攪
天
翻
地
」
に
作
る
。

(
5
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
6
)

「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。
（

7
）
「
便
」
、
標
註
本
は
「
更
」
に
作
る
。
（

8
）
「
三
老
」
、
陳
氏
標
註
に
「
三
老
、
通
鑑
、
征
和
中
、
江
充
典

太
子
有
隙
。
持
太
子
急
、
太
子
計
不
知
所
出
。
牧
補
（
捕
）
充
等
、
斬
之
。
長
安
擾
乱
、
言
太
子
反
。
帝
在
甘
泉
、
詔
捕
斬
反
者
、
太
子
兵
敗
、
南
奔
゜

上
怒
甚
、
壷
関
―
―
―
老
茂
上
書
。
上
感
悟
、
事
寝
」
と
。
記
事
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
、
漢
紀
十
四
、
武
帝
征
和
二
（
前
九
一
）
年
條
に
見
え
る
。

(
9
)

「
解
巫
盛
」
、
陳
氏
標
註
に
「
解
同
国
〗
、
又
吏
民
以
巫
盛
相
告
言
者
、
案
験
多
不
質
。
上
須
（
頗
）
知
太
子
但
恐
無
他
。
會
高
寝
郎
田
千
秋
上
急
変
、
訟

太
子
冤
、
曰
、
子
弄
父
兵
、
罪
嘗
笞
。
天
子
之
子
、
過
誤
殺
人
、
嘗
何
罪
哉
。
上
大
感
快
、
召
千
歳
（
秋
）
謂
曰
、
父
子
之
間
、
人
所
難
言
、
公
燭
明
其

不
然
。
此
高
廟
神
霊
使
公
教
我
。
立
拝
千
秋
為
大
鴻
臆
」
と
。
記
事
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
、
漠
紀
十
四
、
武
帝
征
和
三
（
前
九

0
)
年
條
に
見
え
る
。

(10)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(11)
標
註
本
は
「
旦
唱
」
二
字
を
欠
く
。

(12)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(13)
「
丹
塀
内
」
、

標
註
本
は
「
丹
混
中
」
に
作
る
。

(14)
陳
氏
標
註
に
「
史
記
、
趙
高
矯
詔
、
殺
扶
蘇
、
立
胡
亥
、
而
秦
亡
」
と
。
『
史
記
』
巻
六
、
秦
始
皇
本
紀
参
照
。

(15)
「
六
月
飛
霜
」
、
陳
氏
標
註
に
「
白
帖
、
都
術
事
燕
恵
王
、
盛
忠
、
王
棄
術
、
之
(
々
1
1
術
）
仰
天
而
□

（
哭
）
、
六
月
霜
降
」
と
。
『
白
氏
六
帖

事
類
集
』
巻
一
、
霜
、
「
五
月
降
霜
」
に
引
く
『
淮
南
子
』
に
見
え
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
十
四
、
天
部
、
霜
に
も
引
く
。
な
お
「
都
術
降
霜
」
は
『
蒙

求
』
の
標
題
。
こ
こ
で
は
、
本
文
に
術
し
て
「
五
月
」
を
「
六
月
」
と
し
た
。

(16)
「
冷
」
字
、
標
註
本
は
不
詳
。

(17)
「
轄
園
」
、
陳
氏
標
註
に

「
漠
書
、
加
以
従
諫
如
轄
闘
」
と
。
『
漠
書
』
巻
六
七
、
梅
福
伝
参
照
。

(18)
陳
氏
標
註
に
「
批
鱗
、
韓
子
、
龍
之
為
物
、
可
擾
而
馴
也
。
然
有
逆
鱗

径
尺
、
隅
之
則
殺
人
。
人
主
亦
有
之
。
説
者
能
無
贋
人
主
之
逆
鱗
、
則
幾
突
」
と
。
『
韓
非
子
』
説
難
篇
に
見
え
る
。

註
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寡
人
千
東
興
慶
池
東
、
流
香
亭
前
、
植
牡
丹
百
餘
種
、
一
向
在
宜
春
院
、
典
諸
王
妃
主
・
梨
園
子
弟
為
耀
、
並
不
曾
行
幸
。
今
已
春
季
、
此
花
必
繁
、

寡
人
今
欲
飽
玩
此
花
、
高
歌
暢
飲
、
歓
架
一
回
。
左
右
的
、
快
宜
楊
妃
子
来
。
（
末
下
）
娘
娘
有
宣
。
（
貼
扮
楊
貴
妃
、
小
旦
扮
念
奴
上
、
同
唱
）

〔
焼
夜
香
〕
君
王
景
福
欝
営
尭
。
大
内
優
滸
。
共
架
清
朝
。
聞
召
。
雙
蛾
自
淡
掃
0

(
小
丑
扮
高
力
士
、
丑
扮
賀
懐
智
、
小
浄
扮
李
亀
年
、
小
末
扮
馬
仙

期
、
小
外
扮
張
野
狐
同
上
、
唱
）
眉
殊
芦
加
。
偏
ば
吠
如
花
括
珈
。
車
拿
瞬
。
商
盃
木
鈎
天
。
萬
年
皇
造
。
（
貼
・
小
旦
・
小
浄
等
同
俯
伏
了
）
（
貼
）
賤
妾
叩
見
、
願
陛

下
萬
歳
。
（
生
）
妃
子
少
礼
。
寡
人
今
日
萬
幾
梢
暇
、
見
此
名
花
、
不
可
無
國
色
共
賞
、
特
宜
妃
子
出
来
。
（
貼
）
陛
下
乃
天
之
子
、
牡
丹
乃
花
之

王
。
賤
妾
寒
質
栖
姿
、
恐
不
堪
敵
。
（
生
）
好
説
、
好
説
。
諸
侍
門
快
整
酒
来
。
（
貼
持
盃
脆
了
）
昨
日
西
涼
州
貢
蒲
萄
美
酒
。
願
陛
下
暢
飲
。
（
小
旦

接
盃
上
）

〔
梁
州
序
〕
（
貼
唱
）
清
宮
日
永
。
音
葡
星
耀
。
好
似
方
壷
蓬
島
。
妾
観
此
牡
丹
呵
。
夜
香
凝
露
。
朝
来
色
褪
紅
妖
。
心
自
想
舞
漸
飛
燕
。
歌

(13)

（

14)

（

15)

（

17)

（

18) 

謝
韓
蛾
。
暗
裏
花
還
咲
。
朱
絲
依
賓
冦
。
雨
雲
饒
。
金
屋
相
看
登
阿
嬌
0

(
合
唱
）
傾
城
態
。
薙
門
調
。
況
伶
倫
衆
技
尤
音
妙
。
真
楽
事
。

會
今
宵
゜

〔
前
腔
〕
（
生
囁
）

g
笠
亥
香
映
。
神
芝
境
表
。
（
生
封
貼
細
看
）
怨
比
得
天
姿
漂
滸
。
遠
山
秋
水
。
婁
時
一
胎
魂
揺
。
更
感
体
慇
懃
花
下
。
馨
折

(20) 

樽
前
。
曲
意
伸
諏
咲
。
玉
山
猶
未
倒
。
肯
停
消
。
揆
取
厭
厭
暮
典
朝
0

(
合
唱
）
（
同
前
）

{22) 

（
小
丑
俯
伏
了
）
奴
婢
稟
上
爺
爺
、
爺
爺
翔
鼓
、
娘
娘
琵
琶
、
馬
仙
期
方
響
、
李
亀
年
袋
角
、
張
野
狐
空
篠
、
賀
懐
智
手
拍
、
廼
是
千
古
絶
技
。
何

不
試
演
一
番
。
（
生
）
高
力
士
、
休
不
知
道
寡
人
賞
名
花
封
絶
色
、
藷
柴
府
厭
聴
、
欲
創
為
清
平
架
三
首
、
被
之
鼓
吹
。
体
快
興
朕
宜
那
翰
林
學

士
李
白
進
来
。
（
小
丑
）
得
旨
。
（
下
）
李
學
士
有
宣
。
（
小
生
扮
李
白
作
酔
状
上
）
昨
夜
阿
誰
扶
上
馬
、
今
朝
不
省
下
棲
時
。
高
力
士
、
聖
上
召
我
何
幹
？

（
小
丑
作
怒
了
．
、）
埃
、
這
個
人
狂
妄
、
体
不
暁
得
我
高
常
侍
虎
威
、
太
子
呼
我
為
兄
、
諸
王
呼
我
為
翁
、
附
馬
宰
相
叫
我
是
爺
爺
、
体
便
叫
我
名
字
、

這
等
可
悪
。
（
小
生
）
高
力
士
、
我
問
祢
的
事
、
体
説
我
不
問
体
的
、
弥
不
要
祉
寛
皮
。
（
小
丑
）
原
来
是
酔
漢
、
也
不
足
計
較
。
（
丑
）
体
這
個
官
児
、

（

砥

）

（

29)

不
要
酎
了
皇
帝
老
官
撤
酒
風
、
我
毎
面
前
好
撤
得
、
這
個
老
官
面
前
撤
不
得
的
。
祢
吃
飯
的
家
火
留
了
好
0

(
小
生
）
不
要
胡
説
。
（
丑
）
不
知
弥
胡

(31) 

我
胡
0

(
小
生
進
俯
伏
了
．
‘）
臣
李
白
叩
見
陛
下
、
願
陛
下
萬
歳
、
母
后
殿
下
千
載
。
（
生
）
卿
従
何
慮
軟
宕
、
浣
酔
廼
爾
。
（
小
生
）
昨
夜
風
清
月
明
、
臣

(32) 

向
酒
市
中
、
連
飲
五
百
餘
陶
、
至
今
猶
苦
宿
醒
、
死
罪
死
罪
。
（
生
）
這
是
文
人
學
士
、
一
時
遣
興
、
但
酔
何
妨
。
卿
家
起
来
、
朕
召
卿
別
無
事
、

牡
丹
是
名
花
、
妃
子
是
絶
色
、
卿
是
音
オ
。
二
美
既
具
、
似
不
可
少
卿
家
。
今
欲
汝
為
清
平
詞
三
首
、
恐
酔
後
未
能
卒
就
。
（
小
生
）
臣
生
平
但
得
斗
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校
注
驚
鴻
記
伺
（
竹
村
）

名
花
傾
園
常
歓
咲
0

(
同
下
）

但
使
宮
中
歓
慶
゜

（
同

三
峡

輿
萬
方
同
。
到

(33) 

酒
、
便
揮
百
篇
。
今
憑
餘
醒
、
正
奏
薄
技
。
（
生
）
高
力
士
、
体
可
取
金
花
箋
典
李
白
。
（
小
丑
）
領
旨
。
（
取
箋
輿
小
生
了
）
（
小
生
援
筆
立
吟
）
第
一
首
、

「
雲
想
衣
裳
花
想
容
、
春
風
彿
檻
露
華
濃
。
若
非
群
玉
山
頭
見
、
會
向
瑶
豪
月
下
逢
。
」
第
二
首
、
「
一
枝
濃
艶
露
凝
香
、
雲
雨
巫
山
任
断
腸
。
借

問
漠
宮
誰
得
似
、
可
怜
飛
燕
椅
新
粧
。
」
第
三
首
、
「
名
花
傾
國
両
相
歓
、
長
得
君
王
帯
咲
看
。
解
繹
春
風
無
限
恨
、
況
香
亭
北
椅
蘭
干
。
」
（
小
生
脆

(36) 

了
）
臣
清
平
詞
已
完
。（
丑
・
小
丑
指
小
生
打
輝
）
不
要
説
道
倣
詩
、
祢
就
是
放
屁
、
也
不
該
是
這
等
快
。
（
生
輿
貼
同
吟
了
）
（
生
）
音
オ
音
オ
。
（
貼
封
生
云
）

(39)

（

40) 

妾
聞
漠
司
馬
相
如
作
子
虚
・
上
林
、
遊
神
蕩
思
、
百
日
有
餘
、
學
士
揮
奄
俄
頃
。
由
此
観
之
、
相
如
不
足
数
也
。
（
生
）

李
亀
年
、
休
側
就
把
李
學

士
詞
、
按
歌
佐
酒
。
（
小
丑
等
俯
伏
）
領
旨
。
（
各
持
楽
器
奏
了
）
（
生
封
旦
云
）
學
士
詞
調
固
高
、
李
亀
年
等
声
歌
亦
妙
。
朕
典
妃
子
将
何
以
榜
學
士
？

高
力
士
、
仰
取
破
璃
盃
来
。
（
小
生
俯
伏
了
）
（
生
持
盃
）
（
小
旦
接
興
小
生
）

〔
前
腔
〕
（
生
・
貼
唱
）
羨
君
家
。
逸
氣
清
標
。
今
日
裏
。
輝
煙
廊
廟
。
那
漢
庭
司
馬
。
悠
及
英
豪
。
果
是
オ
高
七
歩
。
書
冨
五
車
。

(47) 

詞
源
倒
。
如
朕
奥
卿
這
等
君
臣
呵
千
年
難
一
遇
。
地
天
交
。
肯
使
長
沙
嘆
寂
蓼
0

(
合
嘔
）
（
同
前
）

（
小
生
詭
了
）
微
臣
蒙
聖
上
恩
寵
、
無
由
圏
報
、
願
瑕
御
饂
、
権
効
嵩
呼
。
（
持
盃
進
生
了
、
唱
）

〔
前
腔
〕
願
吾
皇
。
壽
比
天
高
0

(
又
持
盃
進
貼
了
．
‘
)
祈
母
后
。
齢
同
地
老
。
更
河
消
海
晏
。
荒
服
来
朝
。

(52)

（

53) 

慮
歌
魚
藻
。
微
臣
依
大
造
。
近
雲
害
。
敢
道
樗
材
入
臀
尾
0

(
合
唱
）
（
同
前
）

（
小
丑
・
小
浄
・
小
末
・
小
外
・
丑
・
小
旦
脆
了
）
願
爺
爺
娘
娘
再
進
酒
゜

〔
節
節
高
〕
（
衆
嗚
）
紅
雲
捧
帝
郊
゜

少
。
惟
願
良
宵
定
年
年
。

列
境
瑶
。
龍
顔
顧
胎
祥
光
照
。
秦
箪
巧
。
趙
舞
瓢
。
燕
歌
続
。
天
成
學
士
清
乎
調
。
磐
華
一
代
原
非

名
花
傾
國
常
歓
咲
0

(
生
封
小
生
l,K̀
）
卿
自
稲
斗
酒
百
篇
、
無
廼
太
署
。
（
小
生
脆
了
し
｀
）
臣
生
乎
有
詩
云
、
「
酒
渇
思
呑
海
、

詩
狂
欲
上
天
。
」
海
也
要
呑
、
何
況
斗
酒
？
（
生
）
快
取
御
前
金
斗
来
。
（
小
浄
・
小
丑
接
斗
阻
酒
了
）
（
小
生
脆
飲
三
斗
、
眠
倒
在
地
大
叫
）
臣
廼
酒
中
之
仙

也
。
玉
帝
先
臣
下
界
、
為
陛
下
修
文
。
（
生
・
貼
大
咲
云
）
有
這
等
狂
學
士
、
天
色
将
昏
、
架
戯
已
関
。
朕
典
妃
子
還
宮
。
高
力
士
可
扶
着
那
學
士
、
念

奴
持
賓
燭
送
還
翰
院
。
（
生
・
貼
・
小
外
・
小
末
・
丑
・
小
浄
咄
）
惟
願
良
宵
定
年
年
。

(62) 

（
小
丑
扶
小
生
起
）
（
小
旦
執
燭
行
、
小
生
作
大
酔
状
）
（
小
丑
・
小
旦
同
唱
）

〔
前
腔
〕
綸
音
下
九
宵
。
賞
才
豪
。
詞
場
結
得
君
王
好
。
金
樽
倒
。
玉
燭
消
。
境
筵
耀
。
衿
才
覚
把
黄
門
傲
。
君
臣
魚
水
何
縁
到
。
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(
1
)
「
宮
庭
」
、
標
註
本
は
「
宮
闊
」
に
作
る
。

(
2
)
「
花
朝
」
、
陳
氏
標
註
に
「
花
朝
是
―
―
―
月
三
日
」
と
。

(
3
)
「
植
」
、
標
註
本
は
「
値
」
に
誤

る。

(
4
)
「
楊
妃
子
」
、
底
本
は
「
妃
子
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(
5
)
「
淡
掃
」
、
張
祐
（
ま
た
杜
甫
？
）
の
「
集
震
憂
二
首
」
其
ニ

に
「
御
嫌
脂
粉
汚
顔
色
、
淡
掃
蛾
眉
朝
至
尊
」
と
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
―
-
）
0

(

6

)

「
小
浄
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(
7
)
「
了
」
、
標
註
本

は
「
科
」
に
作
る
。
（

8
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

9
）
「
上
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(10)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(11)
「
方
壷
蓬
島
」
、
陳
氏
標
註
に
「
方
壷
即
方

m]血
l‘

薙
島
即
蓬
莱
。
蓋
三
山
或
曰
島
、
或
曰
壷
、
皆
可
通
也
」
と
。
晉
・
王
嘉
『
拾
遺
記
』
巻

一
に
「
三
壷
則
海
中
三
山
也
。
一
曰
方
壷
、
則
方
丈
也
。
二
曰
蓬
壷
、
則
蓬
莱
也
。
三
曰
藻
、
則
濠
州
也
」
と
。

(12)
「
牡
丹
」
、
陳
氏
標
註
に
「
楊
妃

外
博
」
と
。
宋
•
楽
史
『
太
真
外
伝
』
巻
上
に
、
宮
中
に
お
け
る
牡
丹
花
の
鑑
賞
、
及
び
李
白
「
清
平
調
詞
」
の
記
事
が
見
え
る
。

(
1
3
)「韓
蛾
」
、
陳

氏
標
註
に
「
博
物
志
、
口
人
之
齊
、
王
歌
瑕
食
。
既
去
、
餘
音
逸
梁
三
日
」
と
。
晉
・
張
華
『
博
物
志
』
巻
八
に
「
昔
韓
蛾
東
之
齊
、
遺
糧
、
過
薙
門
、

漑
歌
瑕
食
而
去
、
餘
響
逸
梁
、
三
日
不
絶
」
と
あ
る
。

(14)
「
朱
絲
」
、
明
・
胡
文
換
『
群
音
類
選
』
は
「
朱
絃
」
に
作
る
。

(15)
「
阿
嬌
」
、
無
名
氏

「
漢
武
故
事
」
に
「
若
得
阿
嬌
作
婦
、
嘗
作
金
屋
貯
之
也
」
と
あ
る
。

(16)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(17)
「
薙
門
調
」
、
陳
氏
標
註
に
「
桓
一

‘’ 即

註 今
世
幾
人
看
（
同
下
）

小
旦
）
宮
花
一
萬
樹

小
丑
）
班
姫
玉
蟄
歓

マ
マ

(74)

小
旦
）
方
朔
金
門
押

(m) 

35)

（き

（
小
生
自
祉
烏
紗
帽
投
地
）
（
小
旦
拾
起
了
）
（
小
生
又
射
小
丑
伸
起
脚
）
高
升
ダ
士
、
伽
面
品
央
我
脱
了
靴
。
（
小
丑
作
怒
、
不
肯
了
）
（
小
生
高
叫
）
若
I

不
脱
靴
、
我
就

-68)

（

m) 

一
拳
打
死
祢
這
斯
。
（
小
丑
荒
忙
脱
了
）
（
小
生
又
朕
倒
）
（
小
旦
・
小
丑
同
扶
起
）

(73) 

〔
尾
磐
〕
（
同
唱
）
流
流
瞑
酎
迷
蹄
道
0

(
小
生
獨
唱
）
忽
憶
前
生
事
不
遥
。
臣
廼
酒
中
仙
也
。
玉
帝
莞
臣
為
陛
下
修
文
。
我
雖
是
嫡
仙
人
。
端
不

(72) 

為
倫
桃
。
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新
論
、
薙
門
周
鼓
琴
、
匡
芸
昏
君
曰
、
琴
能
使
文
悲
乎
。
日
、
足
下
千
秋
萬
歳
後
、
墳
墓
口
荊
ミ
沸
童

□

牧
滞
其
上
、
而
歌
曰
、
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
下
、
薙
門
周
引
琴
鼓
之
君
ミ
人
而
就
之
」
と
。
漠
劉
向
『
説
苑
』
巻
十
一
に
記
事
が
見
え
る
。
（
口
十
八
字
三
行
分
は
原
鋏
）

(18)
陳
氏
標
註
に
「
伶
倫
、
古
時
楽
官
」
と
。
『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
、
古
楽
に
見
え
る
。

(19)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(20)
陳
氏
標
註

に
「
世
説
、
人
叔
夜
之
酔
也
、
頗
然
如
玉
山
之
将
崩
」
と
。
茫
康
（
字
は
叔
夜
）
の
故
事
。
『
世
説
新
語
』
容
止
篇
参
照
。

(21)
標
註
本
は
「
唱
」
字

を
欠
く
。

(22)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(23)
「
下
」
、
標
註
本
は
「
下
云
」
に
作
る
。

(24)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(25)

標
註
本
は
「
宰
相
」
の
二
字
を
欠
く
。

(26)
「
叫
」
、
標
註
本
は
「
呼
」
に
作
る
。

(27)
標
註
本
は
「
丑
」
字
を
欠
く
。

(28)
標
註
本
は
「
了
」
字

を
欠
く
。

(29)
「
丑
」
、
標
註
本
は
「
小
丑
」
に
作
る
。

(30)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(31)
「
陛
下
」
、
底
本
は
「
陛
陛
下
」
に
桁
す
る
。

(32)
標
註
本
は
「
餘
」
字
を
欠
く
。

(33)
「
奏
」
、
標
註
本
は
「
較
」
に
作
る
。

(34)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(35)
「
了
」
、
標
註
本

は
「
云
」
に
作
る
。

(36)
標
註
本
は
「
是
」
字
を
欠
く
。

(37)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(38)
標
註
本
は
「
云
」
字
を
加
う
。

(39)

陳
氏
標
註
に
「
西
京
雑
記
、
司
馬
相
如
為
上
林
、
子
虚
賦
。
意
思
蓋
散
、
不
復
典
外
事
相
関
、
控
引
天
地
、
錯
綜
古
今
、
忽
然
如
睡
、
燥
然
而
興
、
几
百

日
而
後
成
」
と
。
漠
．
劉
散
『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
見
え
る
。

(40)
「
奄
」
、
標
註
本
は
「
箔
」
に
作
る
。

(41)
「
伏
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(42)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
畢
」
に
作
る
。

(43)
「
旦
」
、
標
註
本
は
「
貼
」
に
作
る
。
（

44
）
「
裏
」
、
標
註
本
は
「
裡
」
に
作
る
。

(45)
陳
氏
標
註

に
「
七
歩
、
魏
文
帝
欲
害
曹
植
、
令
七
歩
成
詩
」
と
。
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
「
文
帝
嘗
令
東
阿
王
（
曹
植
）
七
歩
中
作
詩
」
と
あ
る
。

(46)
「五

車
」
、
陳
氏
標
註
に
「
荘
子
曰
、
恵
子
名
（
多
）
方
、
其
書
五
車
」
と
。
『
荘
子
』
天
下
篇
参
照
。

(47)
「
長
沙
」
、
陳
氏
標
註
に
「
史
記
、
賣
誼
為
長

沙
王
博
」
と
。
『
史
記
』
巻
八
四
、
賣
誼
伝
参
照
。

(48)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
書
く
。

(49)
標
註
本
は
「
脆
了
」
二
字
を
欠
く
。

(50)
「了」、

標
註
本
は
「
酒
科
」
に
作
る
。

(51)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(52)
陳
氏
標
註
に
「
魚
藻
、
詩
篇
」
と
。
「
魚
藻
」
は
『
詩
経
』
小
雅
の

篇
名
。

(53)
「
暑
尾
」
、
陳
氏
標
註
に
「
毛
詩
云
、
轡
尾
斯
士
」
と
。
『
詩
経
』
文
王
之
什
、
思
齊
の
語
。

(54)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(55)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(56)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
加
え
る
。

(57
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(58)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(59)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
加
え
る
。

(60)
「
唱
」
、
標
註
本
は
「
同
唱
」
に
作

る。

(61)
「
小
丑
」
、
底
本
は
「
小
旦
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(62)
「
執
」
、
標
註
本
は
「
持
」
に
作
る
。

(63)
「
投
地
」
、
標
註
本

は
「
投
地
科
」
に
作
る
。

(64)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(65)
「
封
小
丑
伸
起
脚
」
、
標
註
本
は
「
封
小
丑
伸
起
脚
云
」
に
作
る
。
標
註
本

に
よ
っ
て
改
め
る
。

(66)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
脱
靴
科
」
に
作
る
。

(67)
標
註
本
は
「
云
」
字
を
加
う
。

(68)
標
註
本
は
「
小
丑
作
荒
忙
脱
科
」

に
作
る
。

(69)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
加
う
。

(70)
標
註
本
は
「
同
唱
」
二
字
を
欠
く
。

(71)
「
莞
臣
」
、
底
本
は
「
差
臣
」
に
誤
る
。
標
註
本
に

よ
っ
て
改
め
る
。

(72)
「
倫
桃
」
、
陳
氏
標
註
に
「
漠
武
故
事
、
東
郡
送
一
短
人
、
長
五
寸
、
衣
冠
具
足
。
上
疑
其
精
、
召
東
方
朔
至
。
朔
呼
短
人
曰
、

巨
霰
阿
母
還
存
否
？
短
人
不
封
。
方
朔
謂
上
曰
、
王
母
種
桃
、
三
千
年
一
結
子
。
此
児
不
良
、
已
三
過
倫
之
、
失
王
母
意
、
故
被
嫡
世
」
と
。
「
漢
武

故
事
」
は
『
藝
文
類
緊
』
巻
六
九
所
引
。

(73)
「
鏑
仙
人
」
、
陳
氏
標
註
に
「
又
賀
知
章
見
李
白
於
長
安
、
日
、
卿
鏑
仙
人
也
」
と
。
苑
偲
正
「
唐
左
拾

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）
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〔
喜
遷
鶯
〕
（
旦
扮
梅
妃
上
、
唱
）
真
成
薄
命
。
想
牛
女
無
縁
。
羊
車
難
聘
。
鳳
侶
鸞
儲
。
嘗
年
繁
勝
。
到
今
何
慮
孤
房
。
綽
約
三
千
一
任
。

妬
殺
凄
清
誰
並
。
紅
絹
袖
。
無
言
蜀
立
。
両
涙
盈
盈
゜

「
芙
蓉
不
及
美
人
敗
、
水
殿
風
来
珠
翠
香
。
却
恨
含
情
掩
秋
扇
、
空
懸
明
月
待
君
王
」
。
奴
家
自
被
楊
妃
之
譜
、
幾
致
殺
身
。
幸
蒙
宋
邸
之
援
、
尚

囚
別
館
、
宴
新
婚
誰
怜
孤
影
、
歴
寒
暑
不
覺
五
年
、
正
所
謂
憂
心
惜
梢
、
懺
子
群
小
、
静
言
思
之
、
疱
辟
有
標
。

〔
應
魚
錦
〕
無
端
襖
恨
追
往
年
。
向
粧
豪
彿
鏡
花
如
面
。
宛
轄
。
料
那
情
不
軽
髪
。
看
他
一
似
鳳
鴛
顛
。
賞
疎
梅
。
金
楼
管
和
絃
。
昭
陽

恩
自
専
。
那
数
三
千
的
粉
黛
空
腸
断
。
我
道
是
掌
上
君
王
。
登
有
長
門
怨
゜

〔
二
犯
漁
家
傲
〕
那
堪
。
勢
異
時
遷
。
把
五
雲
金
屋
。
改
倣
了
棲
閑
舘
。
涼
風
園
扇
。
恙
知
道
冷
媛
人
情
換
。
被
君
掏
。
長
夜
獨
眠
。
被

妃
妬
。
相
傾
萬
千
。
被
臣
謗
。
倣
衛
姜
宣
。
情
和
怨
。
将
来
訴
典
誰
邊
。
扉
掩
。
梨
雲
冷
暮
姻
。
那
壁
廂
。
咲
哨
是
箇
超
東
西
。
紛
胤
的

堵
外
柳
。
這
壁
廂
。
咲
哨
是
箇
蹄
春
夏
。
蒲
條
的
江
上
蓮
゜

〔
二
犯
漁
家
燈
〕
蒸
煎
。
満
地
碧
苔
。
又
奈
他
斜
陽
電
掃
誰
相
懇
。
明
月
朱
簾
。
惨
殺
庭
院
。
忽
覺
西
宮
。
火
照
喧
閾
。
分
明
難
遣
。
他

(
7
)
(
8
)
 

奉
恩
複
道
。
我
自
擁
餘
袋
小
錮
。
只
為
那
梅
亭
月
上
生
幽
賞
。
落
得
盛
損
雙
蛾
両
涙
縣
゜

〔
喜
源
澄
犯
〕
幾
廻
夢
裡
。
雨
雲
歓
什
。
驚
鴻
舞
。
忙
吹
玉
笛
。
同
升
輩
侍
宴
。
待
覺
来
。
朦
朧
哨
然
。
雲
迷
雨
離
。
暗
着
杜
隅
。
要
見

(10) 

只
憑
仮
謀
還
相
叙
。
甚
時
節
真
個
園
圃
。
教
我
恕
理
花
釧
。
他
那
裡
。
融
融
春
媛
承
歓
地
。
俺
這
裡
。
寂
寂
秋
蹄
離
恨
天
。

〔
錦
纏
道
犯
〕
護
回
首
。
這
心
腸
。
終
須
辮
冤
。
浚
下
饒
寒
泉
。
覺
玉
容
懐
着
日
影
。
孤
妍
。
滞
人
的
掠
骰
賓
鴛
。
侵
人
的
梁
間
雙
燕
゜

第
十
六
齢
梅
妃
宮
怨

遺
翰
林
學
士
李
公
新
墓
碑
」
参
照
。

名
は
朔
゜

(74)
陳
氏
標
註
に
「
東
方
朔
博
、
待
詔
金
馬
門
」
と
。

『
漠
書
』
巻
六
五
、
東
方
朔
伝
参
照
。
但
し
東
方
は
複
姓
、
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風
送
歌
磐
轄
断
腸

(
1
)
陳
氏
標
註
に
「
憂
心
四
句
、
倶
詩
経
」
と
。

『
詩
経
』
祁
風
、
柏
舟
に
「
憂
心
消
惜
、
憔
千
群
小
。
限
閲
既
多
、
受
侮
不
少
。
静
言
思
之
、
膳

辟
有
標
。
」
と
あ
る
。

(
2
)
「
閑
」
、
標
註
本
は
「
門
」
に
作
る
。

(
3
)
・（

4
）
「
壁
」
、
標
註
本
は
「
辟
」
に
作
る
。
（

5
）
「
蓋
」
、
新
刻
本
・
標
註

本
と
も
に
「
籠
」
に
誤
る
。

(
6
)
標
註
本
は
「
相
」
字
を
欠
く
。

(
7
)
「
奉
」
、
標
註
本
は
「
秦
」
に
誤
る
。

(
8
)
「
複
」
、
『
群
音
類
選
』
は
「
複
」

に
作
る
。

(
9
)
「
雨
雲
」
、
『
群
音
類
選
』
は
「
雲
雨
」
に
作
る
。

(10)
陳
氏
標
註
に
「
離
恨
天
、
見
佛
書
、
在
―
―
―
十
三
天
之
上
」
と
。
三
十
三
天
は

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
十
一
に
見
え
る
。
（

11
）
「
相
如
賦
」
、
陳
氏
標
註
に
「
ロ
ロ
□

武
后
失
寵
居
長
門
、
奉
百
金
司
馬
長
卿
・
文
君
取
酒
、
期
為
解

憤
之
詞
。
相
如
為
作
長
門
賦
、
以
悟
主
上
」
と
。
『
文
選
』
巻
十
六
、
司
馬
相
如
「
長
門
賦
」
参
照
。

第
二
十
三
駒

〔
出
隊
子
〕
（
旦
扮
梅
妃
上
、
唱

~

）
瓢
零
珠
翠
。
瓢
零
珠
翠
。
日
暮
梁
園
落
葉
飛
。
繁
霜
怯
盛
小
腰
肢
。
金
歩
廻
羞
玉
輩
随
。
（
丑
扮
一
宮
女
上
、
同

唱
）
乞
巧
今
宵
。
負
却
佳
期
。

（
旦
）
「
栗
栗
空
庭
氣
、

蕪
蕪
過
雁
呼
。
君
恩
似
秋
葉
、
日
日
向
人
疎
」
。
奴
家
自
翠
華
閣
召
幸
之
後
、
又
已
両
年
。
宮
毎
春
而
必
華
、
草
無
朝
而
遺

露
。
感
秋
風
於
衰
木
、
縦
咲
傲
之
弗
顧
、
何
以
永
今
夕
也
？
（
内
鳴
鼓
）
（
末
戎
粧
飛
馬
扮
騨
使
上
、
唱
）

校
注
驚
鴻
記
口
（
竹
村
）

註

費
琵
金
樽
依
漢
皇

三
千
粉
黛
妬
昭
陽

離
宮
怨
婦
鳴
箪
坐

七
夕
私
盟

(11) 

総
好
夢
也
難
連
。
待
把
黄
金
情
個
相
如
賦
。
只
恐
天
高
未
暇
憐
゜
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小
旦
扮
念
奴
上

也。

(
6
)
 

天
河
嘉
會
。
天
河
嘉
會
。
一
騎
紅
隆
咲
語
開
。
無
人
将
是
蒻
枝
猜
。
等
得
歓
生
帝
子
懐
0

(
旦
封
丑
云
）
楼
外
有
一
騎
喧
呼
、

祢
去
問
他
是
何
慮
騨
使
。
（
丑
）
領
娘
娘
旨
。
（
出
問
了
）
体
那
漢
子
何
嘉
到
此
？

（
末
）
我
是
騨
使
。
（
丑
）
得
非
嶺
南
梅
使
乎
。
（
末
）
我
是
閲
中
人
。

七
月
安
得
有
梅
、
這
個
人
好
不
明
白
。
（
丑
）
旺
。
祢
不
為
辣
梅
。
誰
要
弥
来
o

（
将
末
推
下
）
（
丑
脆
了
）
奴
婢
覆
上
娘
娘
、
外
邊
喧
呼
的
、
廼
庶
邦
貢

楊
妃
果
｛
是
使
来
。
（
旦
）
体
曾
問
他
否
？

（
丑
）
奴
婢
問
他
、
説
祢
那
漠
子
既
是
貢
鮮
、
恕
広
不
貢
些
典
我
梅
娘
娘
、
他
説
往
年
梅
娘
娘
喜
梅
、

所
以
庶
邦
貢
梅
。
近
年
宮
中
不
聞
説
有
梅
娘
娘
、
只
説
楊
娘
娘
喜
蒻
枝
。
所
以
庶
邦
貢
蒻
枝
、
那
梅
久
不
貢
了
。
（
旦
作
悲
了
）
天
呵
、
好
苦
楚
人

「
瑣
樹
西
風
枕
蹴
虚
、
楚
雲
湘
水
憶
嘗
時
。
君
王
自
棄
驚
鴻
舞
、
不
貢
辣
梅
貢
蒻
枝
」
。
（
同
下
）
（
生
扮
唐
明
皇
、
貼
扮
楊
貴
妃
、
小
丑
扮
高
力
士
、

〔
酔
扶
蹄
〕
（
生
・
貼
唱
）
酷
炎
炎
餘
暑
侵
空
沼
。
碧
澄
澄
間
島
押
素
滸
。
只
思
量
癖
颯
又
経
秋
。
恕
嘗
他
宛
囀
如
聞
鳥
。
朧
朧
樹
色
映
天

高
。
凄
凄
幽
緒
逢
時
巧
゜

明
朝
烏
鵠
下
繁
枝
。
説
向
青
楼
侶
。

夢
魂
擬
逐
陽
豪
雨
0

(
生
抱
旦
云
）
朕
得
妃
子
、
就
如
牛
郎
得
織
女
。
只
恐
易
盛
今
生
、
未

結
来
生
、
各
墜
迷
塗
、
遂
捐
誠
念
。
待
朕
今
夕
典
汝
到
天
私
誓
。
（
生
拝
天
了
）
（
貼
随
後
亦
拝
）
（
生
唱
）
星
為
聘
も
月
作
媒
。
天
呵
、
我
李
隆
基
不
願
為

天
子
、
只
願
倣
一
個
墨
戸
之
民
、
得
美
麗
的
楊
玉
環
、
世
世
為
婦
。
莫
似
牛
郎
會
少
見
還
稀
0

(
生
作
起
立
了
‘
`
）
（
貼
）
賤
妾
蒙
吾
皇
恩
恋
、

（
封
生
拝
謝
了
、
貼
唱
）

朕
想
那
個
牛
郎
織
女
初
相
見
的
時
節
呵

（
生
）
「
震
天
湛
碧
好
新
涼
、
風
月
耀
山
此
夜
長
」
。
（
貼
）
「
千
里
露
華
供
遠
目
、
十
年
芳
草
繋
幽
香
」
。
（
小
丑
）
「
染
雲
為
幌
清
依
夢
、
借
月
鉤
簾
望
断

(16) 

腸
」
。
（
小
旦
）
「
痴
殺
世
間
児
女
子
、
紛
紛
乞
巧
闘
流
黄
」
。
（
生
）
今
夜
是
幾
鼓
了
？
（
小
丑
・
小
旦
俯
伏
了
）
夜
已
三
更
、
請
爺
爺
娘
娘
安
寝
。
（
生
）

(19) 

高
力
士
・
念
奴
各
退
、
諸
侍
衛
者
倶
散
慮
。
東
西
廂
不
得
近
前
。
（
小
丑
・
小
旦
）
謹
領
旨
。
（
作
起
了
）
（
小
丑
）
「
金
屋
粧
成
嬌
侍
夜
」
。
（
小
旦
）
「
玉
楼

祠）

宴
罷
酔
長
春
」
。
（
同
下
）
（
生
到
貼
云
）
今
夕
是
七
月
七
夕
、
牽
牛
織
女
相
見
之
時
。
秦
人
風
俗
、
張
錦
繍
、
陳
飲
食
、
樹
花
、
婚
香
於
庭
、
腋
為
乞

巧
、
宮
腋
問
尤
尚
之
。
朕
典
妃
子
、
試
玩
月
暁
以
踵
秦
俗
何
如
？
（
貼
）
但
憑
聖
裁
。
（
生
携
旦
同
行
了
）

〔
酔
罷
歌
〕
（
生
囁
）
此
夕
此
夕
河
橋
慮
。
相
見
相
見
牛
郎
女
。

追
追
郎
意
。
盈
盈
女
私
。
天
循
漢
路
。
含
羞
倍
姿
。

一
至
子
此
゜

(29) 

〔
前
腔
〕
薄
倖
薄
倖
長
門
事
。
買
賦
買
賦
臨
叩
子
。
氷
壷
到
底
不
蒙
細
。
誰
似
君
王
意
。
妾
想
那
個
牛
郎
織
女
、
堂
時
若
没
有
那
烏
鵠
捐
槻

〔
前
腔
〕
看
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註

（
貼
）
在
天
願
為
比
翼
鳥

在
地
願
為
連
理
枝

(
1
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
2
)
陳
氏
標
註
に
「
梁
圏
、
梁
孝
王
免
園
」
と
。
『
史
記
』
巻
五
八
梁
孝
王
世
家
に
見
え
る
。

(
3
)
標
註

本
は
「
同
唱
」
二
字
を
欠
く
。

(
4
)
「
乞
巧
」
、
陳
氏
標
註
に
「
遺
事
、
七
月
七
日
、
宮
中
以
錦
結
成
棲
殿
、
高
百
尺
、
上
可
容
敷
十
人
。
陳
以
瓜
果
酒

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

夜
半
無
人
私
語
時

呵
、
婦
蛾
孤
男
。
瑞
甕
自
依
。
襄
王
朝
暮
。
巫
山
路
迷
。
芳
心
各
付
閲
風
去
o

（
貼
釘
生
云
‘)
妾
得
事
陛
下
、
就
如
織
女
遇
牛
郎
。
只
恐
無
福
能

消
、
有
心
莫
報
、
壽
妖
難
料
、
悲
楽
互
生
。
待
妾
祈
楢
蒼
弯
、
哲
酬
聖
脊
。
（
貼
獨
向
天
拝
了
ゞ
獨
唱
）
星
為
聘
も
月
作
媒
。
天
呵
、
我
楊
玉
環
不
願
為

后
妃
、
只
願
倣
一
個
江
村
之
婦
、
得
風
流
的
李
三
郎
世
世
為
夫
。
莫
似
天
河
織
女
隔
年
期
0

(
生
抱
貼
起
了
ゞ
生
獨
唱
）

〔
香
柳
娘
〕
戯
卿
卿
艶
肌
。
戯
卿
卿
艶
肌
。
高
唐
神
女
。
羅
執
綺
緞
鳴
榎
塀
。
轄
心
魂
怖
迷
。
轄
心
魂
怖
迷
。
朝
日
賭
明
輝
。
夜
月
留
容

(

3

8

)

(

3

9

)

 

裔
。
妃
子
爾
道
朕
是
何
等
人
？
是
章
華
情
緒
。
是
登
徒
性
氣
。
向
洛
水
逢
伊
。
揆
陽
城
已
突
0

(
貼
到
生
獨
唱
）

〔
前
腔
〕
胎
覚
裳
羽
衣
。
防
寛
裳
羽
衣
。
驚
鴻
何
似
。
他
凌
波
廻
雪
非
容
易
0

(
生
）
妃
子
爾
又
過
謙
了
。
那
驚
鴻
之
舞
、
悠
生
便
到
得
爾
寛
裳

羽
衣
？
（
貼
獨
唱
）
謝
君
王
不
遺
。
謝
君
王
不
遺
。
琴
葱
永
歓
愉
。
金
蘭
治
恩
契
。
君
王
還
記
往
時
情
事
否
？
是
空
江
委
翠
。
是
隔
堵
残

李
。
見
華
燭
堪
羞
。
見
賓
欽
猶
泥
0

(
生
・
貼
合
唱
）

〔
前
腔
〕
羨
天
河
事
奇
。
羨
天
河
事
奇
。
今
来
古
去
。
年
年
此
夜
歓
相
會
。
起
情
人
望
思
。
起
情
人
望
思
。
雲
夢
去
探
奇
。
芝
田
還
覚
侶
。

(42)

（

42) 

快
今
生
可
突
。
快
今
生
可
突
。
任
傾
國
傾
城
。
儘
為
雲
為
雨
。

〔
尾
磐
〕
恩
情
占
断
人
間
麗
。
莫
認
倣
遊
絲
飛
架
。
看
萬
歳
千
秋
鴛
鳳
俵
。

(43) 

（
生
）
七
月
七
日
長
生
殿
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灸
坐
具
以
祀
牛
女
、
曰
乞
巧
」
と
。
五
代
・
王
仁
裕
『
開
元
天
宝
遣
事
』
「
乞
巧
棲
」
に
見
え
る
。

(
5
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
6
)
陳
氏

標
註
に
「
唐
詩
、

一
騎
紅
塵
妃
子
咲
、
無
人
知
是
姦
枝
来
」
と
。
杜
牧
「
過
華
清
宮
絶
句
三
首
」
（
『
奨
川
詩
集
』
巻
二
）
の
一
節
。
拙
稿
「
楊
貴
妃
の
笑

い
」
（
『
中
国
詩
人
論
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

(
7
)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
加
え
る
。

(
8
)
「
了
」
、
標
註
本
は

「
科
」
に
作
る
。
（

9
）
「
何
慮
」
、
底
本
は
「
何
故
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(10)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(11)
「只」、

底
本
は
「
這
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(12)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(13)
陳
氏
標
註
に
「
流
黄
絹
名
、
六
朝
詩
、
中
婦

織
流
黄
」
と
。
古
楽
府
「
相
逢
行
」
に
「
中
婦
織
流
黄
」
と
あ
る
。

(14)
棟
註
本
は
「
是
」
字
を
欠
く
。

(15)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(16)
「
三
更
」
、
標
註
本
は
「
三
鼓
」
に
作
る
。

(17)
「
娘
娘
」、

標
註
本
は
「
娘
」
に
作
る
。

(18
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(19)
白

居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
金
屋
粧
成
嬌
侍
夜
、
玉
棲
宴
罷
酔
和
春
」
と
。

(20)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(21)
陳
鴻
「
長

恨
歌
伝
」
に
「
秋
七
月
、
牽
牛
織
女
相
見
之
時
。
秦
人
風
俗
、
是
夜
張
錦
繍
、
陳
飲
食
、
樹
瓜
華
、
焚
香
於
庭
、
琥
為
乞
巧
。
宮
腋
間
尤
尚
之
。
」
と
あ

る。

(22)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(23)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(24)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(25)
「
生
拝
天
了
」
、
標
註
本
は
「
拝
天
科
」
に
作
る
。

(26
）
「
了
」
、
探
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(27
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(28)

標
註
本
は
「
貼
」
字
を
欠
く
。

(29)
陳
氏
標
註
に
「
買
賦
已
見
」
と
。
『
驚
鴻
記
』
第
十
六
駒
「
梅
妃
宮
怨
」
に
「
把
黄
金
情
個
相
如
賦
」
と
あ
る
の

を
指
す
か
。

(30)
標
註
本
は
「
貼
」
字
を
欠
く
。

(31)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(32)
標
註
本
は
「
貼
」
字
を
欠
く
。

(33)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(34)
標
註
本
は
「
蜀
」
字
を
欠
く
。

(35)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(36)
標
註
本
は
「
生
」

字
を
欠
く
。

(37)
「卿
卿
」
、
陳
氏
標
註
に
「
世
説
、
王
渾
妻
鍾
氏
毎
卿
其
夫
。
渾
曰
、
婦
人
卿
夫
、
於
礼
不
宜
。
鍾
曰
、
憐
卿
愛
卿
、
所
以
卿
卿
。
我

不
卿
卿
、
誰
復
卿
卿
？
」
と
。
『
世
説
新
語
』
惑
溺
篇
に
王
安
豊
と
そ
の
婦
人
の
会
話
と
し
て
見
え
る
。

(38)
「
登
徒
」
、
陳
氏
標
註
に
「
登
徒
子
好
色

賦
。
登
徒
子
則
不
然
。
其
妻
蓬
頭
攣
耳
、
駅
屑
歴
歯
、
労
行
諷
悽
、
又
肝
且
痔
。
登
徒
子
悦
之
、
使
有
五
子
。
王
執
察
之
、
誰
為
好
色
者
突
。
」
と
。

『
文
選
』
巻
十
九
、
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
参
照
。

(39)
「
陽
城
」
、
陳
氏
標
註
に
「
又
婿
然
一
笑
、
惑
陽
城
、
迷
下
察
」
と
。
同
じ
く
『
文
選
』
巻

十
九
、
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
参
照
。

(40)
標
註
本
は
「
獨
」
字
を
欠
く
。

(41)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(42)
「
今
」
、
標
註
本
は

「
令」

に
作
る
。

(43)
陳
氏
標
註
に
「
四
句
、
長
恨
歌
」
と
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
参
照
。

第
二
十
七
齢

（
小
旦
扮
阻
太
子
上
．）

「
漠
國
山
河
在
、
秦
陵
草
樹
深
。
春
雲
千
里
色
、
無
慮
不
傷
心
」
。
自
家
大
唐
太
子
李
嶼
是
也
。
父
王
幸
蜀
、
着
俺
統
領
前
軍
。

馬
蒐
殺
妃
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（
小
外
・
小
浄
）
我
罰
這
等
時
節
、
若
尋
得
一
碗
変
飯
、
只
好
救
活
自
家
、
奉
不
得
君
皇
、
鼈
君
皇
帝
不
識
字
、
直
奏
。
（
外
唱
）

(19
)
 

〔
嘉
慶
子
〕
体
君
臣
大
義
心
自
想
。
登
可
為
怨
餓
相
忘
0

(
丑
・
浄
）
君
臣
大
義
、
我
憫
也
暁
得
。
只
是
一
件
、
待
吃
飽
了
、
去
倣
忠
臣
。
（
外
）
咬
、

（
幻
）

餓
死
事
極
小
、
忘
君
事
極
大
。
（
唱
）
商
士
首
陽
餓
死
。
他
捜
是
報
君
王
。
他
千
古
美
名
揚
゜

（
末
作
起
立
了
）
元
帥
典
言
及
此
、
小
的
両
腋
風
生
。
（
向
衆
軍
云
）
列
位
老
班
、
今
夜
還
是
去
。
（
浄
）
喰
叫
、
愧
恐
、
好
忠
臣
、
体
自
去
、
我
刑
不
去
。

(23) 

（
丑
）
我
憫
記
得
、
営
初
倣
守
衛
皇
城
軍
、
一
日
毎
軍
給
米
戴
升
、
銀
戴
分
。
那
支
稜
軍
糧
的
官
員
、
要
甚
広
常
例
、
毎
軍
減
下
米
壼
升
、
銀
壼
分
、

(25) 

不
要
説
養
老
婆
、
自
家
常
是
餓
的
、
LU

豆
但
今
日
？
（
作
哭
了
）
苦
悩
也
、
苦
悩
也
。
（
外
）
原
来
有
這
等
弊
情
。
此
是
官
吏
之
罪
、
聖
上
不
知
。
（浄）

我
憫
還
記
得
聖
上
営
初
、
詔
楊
国
忠
判
度
支
事
。
那
楊
国
忠
苛
刻
漿
飲
、
迎
合
君
王
。
聖
上
因
此
寵
他
、
殿
遷
相
位
、
撞
意
誅
殺
軍
官
。
体
道
軍
官

(26) 

減
下
我
何
錢
糧
、
也
出
無
奈
、
要
輸
到
他
相
府
去
。
君
王
朝
歓
暮
楽
、
恋
酒
迷
花
、
忽
知
有
我
門
、
如
今
却
又
苦
死
用
着
我
門
也
。
（
作
哭
Tì
）
苦
悩

苦
悩
。
（
外
）
軍
士
間
、
君
雖
不
仁
、
臣
不
可
以
不
忠
、
父
雖
不
慈
、
子
不
可
以
不
孝
。
（
唱
）

(28)

（

29) 

君
王
雖
然
孟
浪
。
到
離
胤
。
何
須
煩
咳
。
忍
他
式
微
中
露
。
忍
他
獨
行
原
上
。
勧
汝
休
狂
。
急
趣
相
随
到
蜀
江
゜

一
定
要
趨
我
門
去
的
説
話
了
。
（
浄
作
哭
了
）
我
的
児
、
我
的
児
。
（
衆
）
旺
、
誰
是
休
的
児
子
。
（
浄
）
我
年
紀
老
大
、
止
生

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

小
外
）
是
這
等
説
起
来
、

誰
想
行
未
十
日
、
路
已
絶
糧
、
軍
士
頗
出
不
遜
之
言
、
待
陳
将
軍
来
、
再
作
蜃
筵
0

(
外
戎
粧
扮
陳
玄
礼
上
）
（
浄
・
末
・
丑
・
小
浄
・
小
外
扮
作
衆
軍
随
上
）

（
外
）
「
東
皐
薄
暮
望
、
単
騎
欲
何
依
。
軍
士
驚
秋
色
、
長
歌
悲
采
薇
」
。
（
俯
伏
了
）
臣
陳
玄
礼
参
見
殿
下
。
願
殿
下
千
歳
、
千
千
歳
。
（
小
旦
）
陳
将

軍
請
起
、
将
軍
既
統
大
衆
、
軍
士
有
不
順
令
者
、
営
斬
―
二
首
級
、
以
警
其
餘
。
（
外
）
軍
士
不
勝
飢
餓
、
微
有
怨
言
。
伏
惟
天
寛
地
容
、
慎
勿
明

刑
激
変
。
（
小
旦
）
既
如
此
、
将
軍
可
出
去
勧
慰
軍
士
一
番
。
（
外
）
臣
謹
領
旨
。
今
晩
衆
軍
士
多
分
不
肯
行
了
、
殿
下
請
安
寝
、
明
日
早
行
。
（小旦）

(10) 

依
卿
所
謂
。
（
下
）
（
外
）
大
小
三
軍
、
一
路
労
苦
祢
憫
了
。
（
衆
軍
）
防
体
説
、
也
差
不
多
。
（
外
）
恐
有
賊
兵
追
求
、
今
夜
要
体
何
連
夜
趣
行
。
（
衆
軍
）

(12) 

両
日
没
有
粥
飯
吃
下
社
了
。
要
我
刑
連
夜
趨
行
、
只
看
得
、
不
去
了
。
（
外
）
一
定
要
煩
祢
何
去
。
（
衆
軍
）
不
去
、
不
去
、
決
不
去
。
（外）

軍
士
所

我
道
来
。

(15) 

〔
園
林
好
〕
休
休
埋
怨
今
朝
絶
糧
。
魯
孔
顔
。
也
在
陳
麗
障
0

(
浄
．
丑
‘
)
喰
明
、
体
好
高
比
。
孔
夫
子
是
個
聖
人
、
高
懐
大
度
、
便
餓
他
一
百

日
、
也
不
悩
。
我
憫
是
飲
食
之
徒
、
餓
到
明
日
、
就
要
装
付
了
、
不
敢
欺
。
（
外
）
咬
、
我
還
有
個
比
方
興
体
聴
。
（
唱
）
曾
I

記
混
活
3

漢
将
。
尋
恋
祐
唸

(18) 

待
君
嘗
。
尋
変
飯
。
待
君
嘗
゜

〔
ヂ
令
〕
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〔
二
犯
六
公
令
〕
元
帥
体

(31)

（

3

2

)

(

3

3

)

 

得
一
個
牙
児
、
臨
動
身
的
時
節
、
児
子
祉
住
我
説
道
、
「
爺
吟
、
体
到
巴
蜀
、
我
在
長
安
。
雲
山
萬
重
、
那
説
個
生
離
、
只
営
是
死
別
」
。
（
丑
作
哭
了
）

(34) 

我
的
娘
、
我
的
娘
。
（
衆
）
祢
娘
在
那
裡
？
（
丑
）
我
家
娘
在
長
安
。
臨
別
時
、
娘
説
「
我
児
哨
、
自
小
抱
体
在
胸
前
、
吃
祢
祢
、
只
恐
養
体
不
大
。

如
今
養
大
了
、
体
却
又
掬
我
去
也
」
。
（
小
浄
作
哭
了
）
我
個
娘
子
、
我
個
娘
子
。
（
衆
）
体
的
老
婆
恙
広
説
？
（
小
浄
）
我
不
睛
列
位
、
我
倣
親
方
得

三
日
、
含
涙
而
行
。
那
娘
子
嬌
滴
滴
的
磐
音
、
説
道
夫
唸
、
「
＝
―
日
夫
妻
、
体
東
我
西
、
従
此
長
夜
、
為
君
揃
衣
」
。
如
今
我
随
駕
来
了
。
聞
得
安

禄
山
已
進
長
安
、
那
娘
子
此
時
被
這
些
番
兵
楼
去
睡
了
、
也
不
可
知
。
（
作
哭
了
：
）
（
外
）
衆
軍
士
休
要
喘
哭
、
這
父
母
妻
子
、
我
也
有
的
、
到
今
日
、

却
顧
不
得
了
。
（
胴
）

妻
房
。
体
何
衆
軍
呵

(38)

（

39) 

〔
品
令
〕
伊
行
到
此
。
為
何
懇
家
郷
。
銅
舵
荊
棘
。
須
取
誼
勤
王
。
勿
勿
相
向
。
涙
揮
新
亭
上
。
男
子
育
養
。
誰
是
個
無
娘
無
父
。
不
要

(40)

（

41) 

放
漠
王
陵
奴
杞
梁
。

（
丑
．
浄
）
元
帥
強
逼
我
門
、
只
得
便
去
。
但
是
許
体
一
日
、
明
日
没
有
飯
吃
、

肯
為
図
家
身
喪
゜

頓
教
人
。

一
定
都
逃
走
了
。
（
外
唱
）

〔
豆
葉
黄
〕
這
忠
心
可
強
。
祢
胤
言
切
莫
欄
僧
。
看
多
少
敗
國
亡
君
。
看
多
少
敗
國
亡
君
。
却
有
個
忠
臣
良
将
。
有
些
禽
獣
。
背
君
反
常
゜

(
“
)
(
“
)
（
45) 

体
憫
列
位
都
請
回
罷
。
咬
、
陳
玄
礼
是
個
好
漠
、
安
能
慮
小
朝
廷
求
活
耶
。
（
作
抜
剣
向
北
拝
了
）
高
祖
太
宗
之
霰
在
上
、
陳
玄
礼
自
盛
陳
玄
礼
的
事
、
也

強
不
得
衆
軍
。
（
囁
）
臣
是
孤
身
旅
況
。
臣
是
孤
身
旅
況
。
恕
糾
得
千
軍
。
解
得
紛
紛
禍
狭
゜

（
衆
軍
忙
走
上
、
奪
外
剣
了
）
元
帥
、
我
門
去
也
、
我
仰
去
也
、
不
要
刑
害
我
憫
。
（
衆
軍
同
下
脆
了
、
唱
）何
憚
風
霜
。
従
此
去
生
離
死
別
。

不
思
故
郷
。

忠
心
激
揚
。
縦
山
川
道
路
多
銀
゜

(48) 

只
是
今
日
大
駕
蒙
塵
、
都
由
楊
国
忠
兆
乱
。
不
殺
此
賊
、
死
不
瞑
目
也
。
（
唱
）
這
~
賊
捜
難
忘
。
望
元
帥
。
断
然
主
張
。

（
外
）
頃
間
殿
下
有
命
、
軍
士
何
、
急
斬
此
賊
回
報
。
（
衆
軍
哨
應
了
）
得
令
。
（
丑
）
我
去
殺
這
入
娘
的
。
（
浄
）
還
是
我
。
（
齊
超
下
）
（
小
旦
上
）
「
一
夜

(52)

（

53) 

敬
寒
枕
、
長
安
夢
不
還
」
。
（
外
）
殿
下
又
早
起
也
。
（
小
旦
）
夜
聞
軍
士
怨
磐
愈
煩
、
悠
生
是
好
。
（
外
）
臣
千
言
萬
語
、
勧
解
他
何
。
他
只
説
不
斬
楊

国
忠
、
断
然
不
随
駕
。
臣
已
矯
殿
下
令
旨
、
衆
軍
攘
臀
歓
呼
、
争
殺
此
賊
。
伏
乞
赦
臣
矯
制
之
罪
。
（
小
旦
）
此
孤
之
夙
憤
也
。
将
軍
何
罪
。
（
生
扮
唐

明
皇
上
）
「
去
国
三
巴
遠
、
征
途
数
雁
横
」
。
（
貼
扮
楊
貴
妃
上
）
「
客
心
争
日
月
、
来
往
預
期
程
」
0

（
小
丑
扮
高
力
士
上
）
「
秋
風
不
相
待
、
先
至
錦
江
城
」
。

（
小
旦
・
外
倶
俯
伏
了
）
（
小
旦
）
臣
李
嶼
叩
見
父
皇
。
（
外
）
陳
玄
礼
叩
見
殿
下
。
（
生
）
卿
家
少
礼
。
朕
道
前
軍
星
夜
已
行
、
尚
何
留
滞
。
（
小
旦
）
臣
等

欲
行
、
衆
軍
士
不
所
。
臣
叩
其
故
、
皆
切
歯
楊
国
忠
0

(
生
）
呵
、
有
這
等
事
。
（
内
鳴
鼓
了
、
衆
軍
持
楊
国
忠
頭
超
上
）
已
借
尚
方
剣
、
趨
斬
俵
頭
。
（
同
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（き

(56)

脆
了
）
楊
国
忠
輿
吐
蕃
謀
反
、
臣
等
按
法
行
誅
。
（
生
）
反
賊
既
誅
、
汝
等
可
収
隊
前
去
。
（
衆
軍
）
臣
等
不
敢
奉
詔
。
（
作
起
了
）
（
生
）
且
問
体
憫
、
為

-58) 

何
不
奉
詔
。
（
衆
軍
）
国
忠
謀
反
、
貴
妃
不
宜
供
奉
。
願
聖
上
割
恩
正
法
。
（
生
）
貴
妃
深
居
宮
中
、
安
知
国
忠
反
状
0

(
外
俯
伏
了
）
貴
妃
誠
無
罪
、
然

将
士
已
殺
国
忠
、
而
費
妃
在
陛
下
左
右
、
豊
敢
自
安
、
願
殿
下
深
思
之
。
将
士
安
、
則
陛
下
安
突
。
（
貼
向
生
作
悲
脆
了
）
陛
下
須
遠
計
宗
社
、
何
恋

一
妃
。
妾
誠
員
国
、
死
無
所
恨
。
（
生
）
今
日
之
事
、
是
朕
累
妃
子
耳
。
妃
子
何
負
子
国
家
。
（
相
抱
作
悲
了
）

〔
月
上
海
棠
〕
（
生
囁
）
我
自
想
。
漁
陽
叛
逆
天
災
降
。
恕
教
伊
負
冤
街
屈
把
身
亡
o

（
貼
廓
~
）
非
説
。
妾
死
為
伊
消
怨
望
。
園
謳
此
身
。
何

愛
間
風
浪
。
少
甚
紅
粧
。
婉
嬰
君
傍
。
十
年
一
夢
蹄
塵
網
0

(
小
旦
祉
生
了
‘
)
願
父
皇
寛
懐
。
（
小
丑
祉
貼
了
｀
）
願
娘
娘
節
哀
。

'
〔
五
韻
美
〕
（
生
唱
）
長
生
可
想
。
牽
牛
可
望
。
望
織
女
。
天
河
断
腸
。
付
喘
涙
羅
湘
0

(
貼
唱
）
夢
陽
憂
楚
王
。
魂
杏
杏
。

（
生
・
貼
合
唱
）
早
也
知
今
日
好
撤
様
。
何
似
営
年
。
祢
参
我
商
。

佼
生
贅
嗚
記
ゴ
（
竹
村）

倣
天
子
。
救
不
得
椒
房
。
我

天
地
黒
寛
裳
゜

倣
天
子
。
救
不
得
椒
房
。
山
萬
牲
。
凄

（
貼
作
抜
欽
了
）
営
初
入
宮
之
時
、
定
情
之
夕
、
妾
蒙
吾
皇
賜
以
金
欽
釧
合
、
如
今
奉
還
0

(
生
看
欽
）
可
不
痛
殺
我
也
。
（
共
貼
作
哭
倒
了
）
（
小
旦
忙
扶
生

起
了
）
（
小
丑
忙
扶
貼
起
了
）

〔
江
児
水
〕
（
小
旦
・
小
丑
唱
）
眼
見
得
今
朝
惨
。
多
由
夙
世
狭
。
人
生
漿
散
原
颯
蕩
0

(
生
・
貼
．
丑
唱
）
西
宮
南
苑
誰
為
賞
。
秋
蓉
春
柳
空
江

(77) 

上
。
被
底
鴛
焉
。
罷
想
。
寂
莫
琵
琶
。
冷
入
梨
雲
哀
爽
゜

（竺

（
衆
軍
脆
了
）
望
陛
下
割
恩
正
法
。
臣
等
奉
詔
収
隊
也
。

〔
川
撥
悼
〕
（
貼
陀
）
喧
和
壌
。
端
只
求
。
残
命
喪
0

(
生
晦
）
我

(81) 

然
夕
陽
。
休
芳
年
。
人
早
亡
。
我
翻
稲
。
人
未
亡
。

(82) 

（
貼
）
願
大
家
好
自
珍
愛
、
遂
置
誠
念
。
（
生
）
願
妃
子
善
地
托
生
、
相
結
後
縁
。
（
貼
）
賤
妾
従
此
拝
別
。
（
向
生
作
拝
了
）

函）

〔
一
撮
土
〕
（
貼
嘔
‘
)
慇
懃
謝
o

（
生
）
休
謝
朕
有
甚
広
来
？
（
貼
唱
）
謝
君
王
。
恩
誼
長
。

向
輿
奴
紫
磨
金
。
欽
合
上
。
若
心
似
金
堅
。
管
取

地
府
天
堂
。
輿
体
盈
盈
相
向
o

（
小
旦
祉
生
Tì)
（
小
旦
祉
貼
了
）
（
貼
唱
）
遠
分
離
。
恨
忽
営
0

(
生
聾
近
分
離
。
我
就
亡
o

（
小
旦
扶
生
下
）

（
貼
）
高
力
土
、
十
餘
年
生
受
祢
了
。
（
小
丑
詭
哭
了
）
奴
婢
服
事
娘
娘
十
六
年
。
娘
娘
忠
割
捨
得
奴
婢
、
待
奴
婢
也
尋
個
自
盪
罷
。
（
貼
）
説
那
裡
話
。

体
且
聴
我
道
来
。
（
町
）
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跳
践
0

(
貼
作
縦
死
、
下
）

註
故
宮
惟
有
樹
長
生

(
1
)
標
註
本
は
「
云
」
字
を
加
う
。

(
2
)
「
草
樹
」
、
標
註
本
は
「
莫
樹
」
に
誤
る
。

(
3
)
「
前
軍
」
、
標
註
本
は
「
三
軍
」
に
作
る
。

(
4
)
標

註
本
は
「
作
」
字
を
欠
く
。

(
5
)
「
采
薇
」
、
陳
氏
標
註
に
「
采
薇
、
詩
篇
。
軍
士
成
（
戌
）
役
者
、
思
帰
之
作
」
と
。
『
詩
経
』
小
雅
に
「
采
薇
」
篇

が
あ
り
、
そ
の
序
に
「
采
薇
、
遣
戌
役
也
」
と
述
べ
る
。
（

6
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
7
)
底
本
は
「
千
千
歳
」
三
字
を
欠
く
。
標
註

本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
8
)
標
註
本
は
「
軍
」
字
を
欠
く
。

(
9
)
「
有
」
、
標
註
本
は
、
「
那
」
に
作
る
。

(10)
「
今
夜
」
、
標
註
本
は
「
今
晩
」
に
作

る。

(11)
標
註
本
は
「
軍
」
字
を
欠
く
。

(12)
底
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(13)
「
煩
」
、
標
註
本
は
「
央
」
に
作
る
。

(14)
標
註
本
は
「
軍
」
字
を
欠
く
。

(15)
「
在
陳
魔
障
」
、
陳
氏
標
註
に
「
魯
論
、
在
陳
絶
根
。
又
見
家
語
・
荘
・
列
諸
書
」
と
。
『
論
語
』
衛
霊
公

篇
に
「
在
陳
絶
糧
」
と
あ
り
、
同
様
の
故
事
は
『
孔
子
家
語
』
在
厄
篇
、
『
荘
子
』
天
運
、
山
木
、
譲
王
の
各
篇
、
『
列
子
』
力
命
、
楊
朱
の
各
篇
等
に

も
見
え
る
。

(16)
「
浄
．
丑
」
、
標
註
本
は
「
丑
．
浄
」
に
作
る
。

(17)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(18)
陳
氏
標
註
に
「
東
観
記
、
大
司
馬
秀

至
荊
、
會
王
子
接
、
起
兵
荊
中
、
以
應
王
郎
、
城
内
擾
乱
。
秀
趣
駕
而
出
、
至
益
莫
亭
。
時
天
寒
冽
、
渇
異
上
豆
粥
、
渡
諄
花
。
至
南
宮
。
遇
大
風
、
秀

引
車
入
道
労
空
舎
。
漉
異
抱
薪
、
郡
萬
熱
火
、
秀
到
鼈
燎
衣
。
渇
異
又
上
変
飯
」
と
。
『
後
漠
書
』
巻
一
、
光
武
帝
本
紀
に
も
見
え
る
。

(19)
標
註
本

は
「
只
是
一
件
」
四
字
を
欠
く
。

(20)
陳
氏
標
註
に
「
伯
夷
傭
、
武
王
既
克
商
、
伯
夷
叔
斉
恥
食
周
粟
、
既
餓
且
死
。
又
魯
論
、
伯
夷
叔
斉
、
餓
子
首

陽
之
下
、
民
到
干
今
稲
之
」
と
。
『
史
記
』
巻
六
一
、
伯
夷
列
伝
、
お
よ
び
『
論
語
』
季
氏
篇
に
見
え
る
。

(21)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(22)
底
本
は
「
云
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(23)
「
軍
」
、
標
註
本
は
「
官
」
に
作
る
。

(24)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

（
丑
）
君
王
遊
架
萬
機
軽(93) 

一
曲
覚
裳
四
海
兵(94) 

（
衆
）
宛
轄
蛾
眉
馬
前
死

〔
尾
磐
〕
我
別
伊
頃
刻
蹄
天
上
。
体
為
我
堅
心
奉
聖
皇
o

（
小
丑
作
哭
Ti、
)
娘
娘
、
唸
、
奴
婢
謹
領
娘
娘
的
教
訓
。
（
貼
合
小
丑
唱
）
心
只
恨
胡
児
多

(92) 

(90) 

（
外
）
大
小
三
軍
聴
我
将
令
、
貴
妃
已
組
死
佛
堂
梨
樹
下
、
可
各
収
隊
趨
行
。
（
衆
應
了
）
得
令
。
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(25)
「
弊
情
」
、
標
註
本
は
「
情
弊
」
に
作
る
。

(26)
陳
氏
標
註
に
「
備
極
情
景
」
と
。

(27)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(28)
「
孟
浪
」
、

陳
氏
標
註
に
「
荘
子
、
夫
子
以
為
孟
浪
之
言
」
と
。
『
荘
子
』
斉
物
論
の
語
。

(29)
陳
氏
標
註
に
「
毛
詩
、
式
微
式
微
、
胡
不
帰
。
又
曰
、
微
君
之
故
、

胡
為
乎
中
露
」
と
。
『
詩
経
』
祁
風
、
式
微
の
語
。

(30
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

31
）
「
牙
児
」
、
標
註
本
は
「
核
児
」
に
作
る
。

(32)

陳
氏
標
註
に
「
絶
倒
絶
倒
」
と
。

(33
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。
（

34
）
「
裡
」
、
標
註
本
は
「
里
」
に
作
る
。

(35)
「
了
」
、
標
註
本
は

「
云
」
に
作
る
。

(36)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(37)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(38)
陳
氏
標
註
に
「
晋
書
、
索
晋
（
靖
）
指
宮

門
銅
馳
曰
、
會
見
汝
在
荊
棘
中
」
と
。
『
晋
書
』
巻
六
十
、
索
靖
伝
に
見
え
る
。

(39)
「
新
亭
」
、
陳
氏
標
註
に
「
又
、
過
江
人
士
新
亭
飲
。
周
頻
歎
曰
、

風
景
不
殊
、
畢
目
有
江
山
之
異
。
相
視
流
悌
」
と
。
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
参
照
。

(40)
「
王
陵
」
、
陳
氏
標
註
に
「
王
陵
母
死
於
楚
事
、
見
漢
書
」
と
。

『
漠
書
』
巻
四
十
、
王
陵
伝
に
見
え
る
。
（

41
）
「
杞
梁
」
、
陳
氏
標
註
に
「
孟
子
、
杞
梁
之
妻
善
哭
其
夫
。
事
見
左
傭
為
詳
」
と
。

『
孟
子
』
告
子
下
に

「
華
周
・
杞
梁
之
妻
、
善
哭
其
夫
而
愛
國
俗
」
と
。
ま
た
『
左
伝
』
我
公
二
十
三
年
に
も
そ
の
故
事
を
述
べ
る
。

(42)
標
註
本
は
「
外
唱
」
の
二
字
を

欠
き
、
「
豆
葉
黄
」
の
下
に
「
外
」
字
を
付
す
。

(43)
「
向
北
」
、
底
本
は
「
北
向
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(44)
「
了
」
、
標
註
本
は

「
科
」
に
作
る
。

(45)
陳
氏
標
註
に
「
極
有
感
焚
」
と
。

(46)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(47)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(48)

「
瞑
目
」
、
底
本
は
「
瞑
日
」
に
誤
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

(
49)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(50)
標
註
本
は
「
軍
」
字
を
欠
く
。

(51)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(52)
「
長
安
」
、
標
註
本
は
「
長
夜
」
に
作
る
。

(53)
「
只
」
、
底
本
は
「
這
」
に
作
る
。
標
註
本
に
よ
っ
て
改

め
る
。

(54)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(55)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(56)
陳
氏
標
註
に
「
事
具
楊
太
真
外
側
」
と
。
宋
・

楽
史
『
楊
太
真
外
偲
』
下
に
「
軍
土
呼
曰
、
楊
園
忠
典
蕃
人
謀
叛
」
と
あ
る
。

(57)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(58)
「
聖
上
」
、
標
註
本
は

「
陛
下
」
に
作
る
。

(59)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(60)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(61)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(62)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(63)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(64)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(65)
「
了
」
、
標
註
本
は

「
科
」
に
作
る
。

(66)
「
生
唱
」
二
字
、
標
註
本
は
「
五
韻
美
」
三
字
の
前
に
付
す
る
。

(67)
陳
氏
標
註
に
「
轄
顧
前
七
夕
私
誓
有
情
」
と
。
第
二

十
三
駒
「
七
夕
私
盟
」
を
参
照
。

(68)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(69)
「
生
・
貼
合
唱
」
、
底
本
は
「
生
合
貼
唱
」
に
作
り
、
標
註
本
は
「
生
・

貼
合
」
に
作
る
。

(70)
陳
氏
標
註
に
「
此
所
謂
一
曲
寛
裳
四
海
兵
」
と
。
唐
・
李
約
「
過
華
清
宮
」
詩
に
「
君
王
遊
柴
萬
機
軽
、
一
曲
寛
裳
四
海
兵
」

と
あ
る
（
『
全
唐
詩
』
巻
三

0
九）
。
な
お
、
本
酌
の
下
場
詩
は
李
約
の
こ
の
詩
句
二
句
を
引
用
す
る
。

(71)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(72)

「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(73)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(74)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(75)
標
註
本
は
「
唱
」
字

を
欠
く
。

(76)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(77)
陳
氏
標
註
に
「
被
底
鴛
喬
已
見
」
と
。
第
十
二
齢
「
興
慶
畳
娯
」
に
「
鴛
病
被
底
心
」
と
あ
り
、

そ
の
陳
氏
標
註
に
『
開
元
天
賓
遺
事
』
「
被
底
鴛
喬
」
の
故
事
を
引
く
。

(78)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(79)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠

く。

(80)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(81)
陳
氏
標
註
に
「
證
、
婦
人
未
死
、
稲
未
亡
人
、
此
翻
意
也
」
と
。

「
未
亡
人
」
の
語
は
『
左
伝
』
成

公
九
年
に
見
え
る
。

(82)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(83)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(84)
「
心
似
金
堅
」
、
陳
氏
標
註
に
「
此
長
恨

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）
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歌
所
謂
金
欽
一
股
合
一
扇
」
と
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
欽
留
一
股
合
一
扇
、
叙
撃
黄
金
合
分
細
、
但
令
心
似
金
細
堅
、
天
上
人
間
會
相
見
」
と
あ
る
。

(85)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(86)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(87)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(88)
標
註
本
は
「
唱
」
字

を
欠
く
。

(89)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(90)
宋
・
楽
史
「
太
真
外
伝
」
下
に
「
力
士
遂
綸
於
佛
堂
前
之
梨
樹
下
。
」
と
。
そ
の
他
、
馬

鬼
殺
妃
の
場
面
は
多
く
「
太
真
外
伝
」
に
拠
る
。

(91)
標
註
本
は
「
了
」
字
を
欠
く
。

(92)
底
本
は
「
得
令
」
二
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補

う。

(93)
唐
・
李
約
「
過
華
清
宮
」
詩
中
の
詩
句
。
註

(70)
参
照
。

(94)
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
宛
轄
蛾
眉
馬
前
死
」
と
。

第
二
十
八
齢

〔
香
柳
娘
〕
（
旦
扮
梅
妃
上
）
嘆
顛
危
路
岐
。
嘆
顛
危
路
岐
。
兵
文
胤
離
。
居
民
擾
攘
蹄
何
慮
。
是
寛
裳
攪
禍
。
是
寛
裳
攪
禍
。
我

楽
極
還
悲
至
。
咲
梅
亭
永
誓
。
咲
梅
亭
永
誓
。
誰
共
耀
娯
。
誰
遭
顛
油
゜

（
内
鳴
鑽
鼓
大
叫
）
（
旦
作
悲
了
）
伽
玉
看
四
野
喧
天
震
地
、
都
是
賊
兵
、
教
奴
恕
生
採
避
？
罷
罷
罷
、
多
少
皇
子
皇
孫
妃
主
、
不
得
従
駕
者
、
悉
為
蕃

兵
所
殺
、
何
況
多
年
貶
下
的
梅
妃
。
前
面
有
口
古
井
、
待
跳
下
溺
死
罷
。
（
作
跳
井
了
）
且
住
、
前
面
是
玄
都
観
。
奴
家
初
選
入
宮
之
時
、
曾
典
高
カ

士
暫
息
此
間
。
記
得
有
個
悟
真
師
姑
、
不
知
尚
在
否
？
（
唱
）

〔
前
腔
〕
我
心
中
自
思
。
我
心
中
自
思
。
再
無
活
計
。
向
空
門
受
戒
圏
存
演
。
只
有
一
件
、
那
荒
寺
雖
可
避
乱
離
、
奈
皇
妃
又
不
嘗
穏
便
。
但

宜
改
名
易
姓
、
説
倣
村
婦
田
姑
。
又
想
這
場
大
禍
、
明
是
楊
太
真
所
召
、
此
行
他
未
必
能
倫
生
。
奴
家
留
得
残
喘
、
侯
天
下
太
平
、
或
者
典
君
王
重
圏

馳
會
、
未
可
知
也
。
且
休
稲
帝
妃
。
且
休
稲
帝
妃
。
姓
字
漫
重
題
。
身
躯
或
堪
寄
。
個
君
王
再
會
。
個
君
王
再
會
。
暫
借
慈
航
。
痴
心
望

海
0

(
丑
扮
老
尼
姑
上
、
唱
）

〔
前
腔
〕
聴
哀
喘
女
児
。
聴
哀
暗
女
児
0

(
旦
作
悲
了
）
可
憐
救
奴
一
命
也
。
（
丑
）
呼
、
忙
来
問
取
。
是
何
名
何
姓
誰
居
住
0

(
旦
唱
）
呉
二
娘
是

予
。
呉
二
娘
是
予
。
北
虜
馬
瞬
嘴
。
南
枝
鳥
投
息
0

(
丑
鴫
）
体
元
来
避
地
。
祢
何
須
隕
悌
。
玉
冷
粧
豪
。
鐘
鳴
暮
雨
。

甜
来
。
弥

（
丑
）
相
伴
入
松
雲

梅
妃
投
＿
奄

苦
盛
不
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(
1
)
標
註
本
は
「
是
寛
裳
攪
禍
」
の
リ
フ
レ
ー
ン
を
欠
く
。

(
2
)
第
二
駒
「
梅
亭
私
誓
」
参
照
。
（

3
）
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
4
)
「
了
」
、
標
註
本
は
「
科
」
に
作
る
。

(
5
)
慄
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
6
)
標
註
本
は
「
且
休
稲
帝
妃
」
の
リ
フ
レ
ー
ン
を
欠
く
。

(
7
)

「
了
」
、
標
註
本
は
「
云
」
に
作
る
。

(
8
)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

(
9
)
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
に
「
胡
馬
依
北
風
、
越
鳥
巣
南
枝
」
と
。

(10)
標
註
本
は
「
唱
」
字
を
欠
く
。

第
三
十
四
駒

〔
破
齊
陣
〕
（
生
扮
唐
明
皇
上
、
唱
）
老
去
傭
看
舞
袖
。
秋
来
梱
聴
歌
喉
。
寂
塞
良
辰
。
繭
條
清
畳
。
却
又
難
涯
更
漏
。
情
到
不
堪
回
首
慮
゜

「
去
者
日
以
疎
、
来
者
日
以
親
。
昔
日
歌
舞
憂
、
今
見
丘
輿
墳
。
白
楊
多
悲
風
、
蓋
癖
愁
殺
人
。
夢
想
近
容
輝
、
欲
見
道
無
因
」
。
朕
遭
家
不
造
、

致
京
都
失
守
。
伏
吾
児
興
諸
将
戦
力
、
雖
際
昇
平
、
然
新
愁
輿
菌
恨
兼
併
、
愈
深
悲
惑
、
到
景
傷
情
、
好
難
遣
也
。

〔
風
雲
會
四
朝
元
〕
祢
看
風
光
如
倍
。
伯
登
花
蒻
楼
。
那
鶯
暗
西
内
。
花
落
南
蒲
。
燕
子
初
蹄
後
。
教
人
恕
便
去
。
想
着
那

花
。
舞
袖
歌
喉
。
雨
慮
恩
情
。
一
般
偏
偲
。
左
右
摸
消
痩
。
喋
早
知
道
侶
般
愁
。
何
似
営
初
。
休
典
通
情
賓
。
生
離
便
死
休
。

廻
九
。
流
吟
低
首
。
最
難
握
過
。
是
月
明
時
候
。

梅
妃
梅
妃
、
体
為
玉
真
所
妬
、
冷
落
離
宮
。
意
欲
調
和
両
情
、
使
祢
同
諧
百
歳
。
不
料
卒
然
禍
起
、
今
日
還
宮
。
已
難
起
玉
真
子
九
泉
、
尤
想
申
梅

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

教
人
難
付
典
東
流
。
傷
心
伯
景
幽
゜

註
川
原
杏
何
極

旦
）
日
暮
飛
鳥
孤

征
車
逐
不
息

南
内
思
妃

一
日
腸

傾
國
名
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註

無
復
綺
羅
嬌
白
日

直
将
珠
玉
閉
黄
泉

(4
)
 

亭
之
永
誓
、
遍
訪
民
間
、
未
見
踪
跡
。
不
知
死
干
乱
軍
之
手
、
還
是
流
落
他
方
。
我
想
輿
体
時

〔
前
腔
〕
翠
華
緊
首
。
盈
盈
涙
雨
眸
。
耀
娯
無
幾
。
誰
料
出
醜
。
只
得
把
祢
相
楯
後
。
体
也
不
索
噴
咎
。
也
不
索
漿
咎
。
情
性
温
柔
。
悽

涼
耐
久
。
露
冷
間
房
。
苔
侵
朱
牌
。
甘
典
梅
花
痩
。
喋
猛
自
裏
細
追
求
。
子
体
何
尤
。
教
祢
空
閏
自
斯
守
。
痴
心
他
轄
頭
。
好
典
馳
依
、

奮
。
誰
道
終
難
見
祢
。
這
場
冤
恨
。
向
誰
分
剖
゜

朕
自
馬
鬼
変
後
、
典
玉
真
夢
想
雖
親
、
終
是
幽
明
相
隔
。
近
遣
高
力
士
同
念
奴
、
前
往
馬
鬼
移
葬
、
還
不
見
回
報
、
好
傷
懐
也
。

〔
前
腔
〕
典
弥
馬
鬼
分
手
。
芳
魂
異
域
投
。
我
也
呑
磐
難
宥
。
掩
面
難
救
。
不
是
心
拘
後
。
但
含
冤
自
羞
。
但
含
冤
自
羞
。
更
想
体
姐

(
5
)
 

妹
恩
深
。
弟
兄
情
厚
。
萬
種
憂
皇
。
一
心
病
疾
。
人
比
黄
花
痩
。
喋
空
自
裡
結
網
膠
。
一
旦
分
偉
。
教
我
向
誰
開
咲
口
。
相
思
無
盛
頭
。

(
5
)
 

待
楯
難
罷
手
。
天
長
地
久
。
何
如
那
日
。
紅
羅
同
朽
゜

〔
前
腔
〕
年
華
逝
逗
。
傷
懐
不
耐
秋
。
縦
便
是
羅
綺
相
親
。
歌
舞
相
侑
。
消
不
盟
眉
児
敲
。
想
今
生
已
休
。
想
今
生
已
休
。
禁
不
過
月
冷(6)
 

袋
鴛
。
香
消
鑢
獣
。
海
様
牽
愁
。
天
還
知
否
。
只
恐
和
天
痩
。
喋
少
甚
麿
皓
倣
典
明
眸
。
只
道
我
少
小
風
流
。
老
況
難
相
就
。
雖
然
老

易
休
。
只
是
難
忘
薔
。
這
場
姻
盟
。
便
蹄
地
府
。
也
要
重
圏
避
逗
゜

新
愁
薔
恨
知
何
盛

花
蒋
歌
磐
永
不
偲

(
1
)

『
文
選
』
巻
二
九
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
四
に
「
去
者
日
以
疎
、
生
者
日
以
親
。
出
郭
門
直
視
、
但
見
丘
典
墳
。
古
墓
黎
為
田
、
松
柏
推
為
薪
゜

白
楊
多
悲
風
、
蕪
爾
愁
殺
人
。
思
還
故
里
間
、
欲
蹄
道
無
因
」
と
。

(
2
)
陳
氏
標
註
に
「
太
史
公
興
任
安
書
、
腸
一
日
而
九
廻
」
と
。

『
文
選
』
巻
四
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一
、
司
馬
遷
「
報
任
少
卿
書
」
中
の
語
。

(
3
)
陳
氏
標
註
に
「
按
梅
妃
在
太
真
時
已
死
。
此
亦
側
奇
之
体
然
輿
」
と
。
通
行
本
「
梅
妃
伝
」
を
按
ず
る

に
、
梅
妃
は
安
禄
山
の
乱
兵
の
手
に
か
か
っ
て
殺
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
死
は
楊
貴
妃
の
死
の
数
日
前
で
あ
る
。
「
伝
奇
の
体
の
然
り
と
す
る
な
り
」
と

は
、
団
円
に
導
く
南
曲
『
驚
鴻
記
』
に
お
い
て
、
そ
の
梅
妃
を
乱
中
に
生
き
延
び
さ
せ
、
玄
宗
と
対
面
さ
せ
た
事
を
い
う
。
三
十
六
酌
「
入
観
遇
梅
」
参

照。

(
4
)
底
本
は
「
時
」
字
を
欠
く
。
標
註
本
に
よ
っ
て
補
う
。

(
5
)
陳
氏
標
註
に
「
此
即
長
恨
歌
所
謂
『
天
長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
ミ
無
絶
期
』
」

と
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
は
終
結
の
二
句
を
採
る
。
（

6
）
「
老
」
、
標
註
本
は
「
花
」
に
作
る
。

補
註

0

前
稿
『
驚
鴻
記
』
校
注
第
七
齢
「
花
蒋
驚
鴻
」
〔
射
玉
環
帯
過
清
江
引
〕
中
の
「
扇
敵
」
字
に
つ
い
て
、

局
、
一
九
八

0
年
影
印
）
は
「
扇
歌
」
に
作
る
。

0

同
第
七
駒
「
花
蒋
驚
鴻
」
〔
酔
翁
子
〕
中
の
「
挨
流
酔
」
と
あ
る
の
を
「
揆
浣
酔
」
に
訂
正
す
る
。

0

同
第
七
駒
「
花
蒻
驚
鴻
」
〔
前
腔

(11
燒
燒
令
）
〕
中
の
「
暗
鳥
喚
」
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
喘
鳥
緩
」
に
作
る
。

0

同
第
七
駒
「
花
蒋
驚
鴻
」
〔
尾
磐
〕
中
の
「
令
徳
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
今
徳
」
に
誤
る
。

0

同
第
二
十
一
駒
「
翠
閣
好
會
」
〔
北
雁
兒
落
〕
中
の
「
又
恐
伯
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
新
刻
本
に
同
じ
く
「
又
恐
他
」
に
作
る
。

0

同
第
二
十
一
齢
「
翠
閣
好
會
」
〔
北
應
兒
落
〕
中
の
「
裁
今
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
綾
今
」
に
作
る
。

0

同
第
二
十
一
駒
「
翠
閣
好
會
」
〔
北
活
美
酒
〕
中
の
「
記
曾
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
幾
曾
」
に
作
る
。

0

同
第
二
十
一
酌
「
翠
閣
好
會
]
〔
南
酔
蹄
遅
〕
中
の
「
裁
是
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
綾
是
」
に
作
る
。

0

同
第
二
十
一
酌
「
翠
閣
好
會
」
〔
南
朱
奴
兒
〕
中
の
「
管
取
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
管
教
」
に
作
る
。

0

同
第
三
十
九
駒
「
幽
明
大
會
」
〔
南
歩
歩
嬌
〕
中
の
「
環
猟
磐
」
を
「
環
城
磐
磐
」
に
訂
正
す
る
。

0

同
第
三
十
九
駒
「
幽
明
大
會
」
〔
北
折
桂
令
〕
中
の
「
早
知
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
早
知
道
」
に
作
る
。

0

同
第
三
十
九
駒
「
幽
明
大
會
」
〔
北
雁
兒
落
〕
中
の
「
漉
誰
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
憑
誰
」
に
作
る
。

0

同
第
三
十
九
駒
「
幽
明
大
會
」
〔
北
牧
江
南
〕
中
の
「
謀
王
定
伯
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
謀
王
定
覇
」
に
作
る
。

0

同
第
三
十
九
酌
「
幽
明
大
會
」
〔
北
牧
江
南
〕
中
の
「
端
的
要
浣
溺
」
字
に
つ
い
て
、
「
端
的
要
流
溺
、
端
的
要
浣
溺
」
に
訂
正
す
る
。

0

同
第
三
十
九
酌
「
幽
明
大
會
」
〔
北
牧
江
南
〕
中
の
「
候
君
蹄
」
字
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
侯
君
蹄
」
に
誤
る
。

0

同
第
三
十
九
駒
「
臨
明
大
會
」
〔
北
泊
美
酒
〕
中
の
「
夢
荘
周
、
醐
蝶
飛
」
に
つ
い
て
、
『
群
音
類
選
』
は
「
夢
荘
周
、
醐
蝶
飛
、
夢
荘
周
、
醐
蝶

飛
」
に
作
る
。

校
注
驚
鴻
記
国
（
竹
村
）

『
群
音
類
選
』
（
明
・
胡
文
換
編
、
中
華
書
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0

前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
日
」
所
収
「
驚
鴻
記
叙
」
中
の
「
飽
爾
」
の
語
の
註
と
し
て
、
「
飽
は
飽
叔
の
こ
と
。
管
仲
を
窮
困
か
ら
救
っ
た
。
『
列
子
』

力
命
篇
参
照
。
蒲
は
爾
何
の
こ
と
。
韓
信
を
薦
め
て
大
将
と
し
た
。
『
漢
書
』
巻
三
十
九
参
照
。
」
を
追
加
す
る
。
ま
た
同
じ
く
「
晉
楚
」
の
語

の
註
と
し
て
、
「
楚
は
細
腰
の
女
性
を
好
ん
だ
楚
の
霊
王
の
故
事
。
」
を
追
加
す
る
。

0

同
前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
日
」
所
収
「
驚
鴻
記
叙
」
中
の
「
寧
裳
渉
湊
、
乗
蘭
観
消
」
を
「
寒
裳
渉
湊
、
乗
簡
観
消
」
に
訂
正
す
る
（
康
保
成
氏
の

御
指
教
に
よ
る
）
。

※
本
稿
葉
徳
輝
序
の
読
解
お
よ
び
前
稿
「
校
注
驚
鴻
記
日
・
ロ
」
の
誤
り
に
つ
い
て
、
康
保
成
氏
（
本
学
外
人
教
師
、
中
山
大
学
）

御
指
教
を
恭
く
し
、
ま
た
標
註
本
『
驚
鴻
記
』
影
印
本
の
借
閲
に
つ
い
て
、
友
人
福
満
正
博
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

の
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